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第１ 交 通 局 の 概 要

１．営業路線の概要

本市地下鉄は、昭和５６年７月に室見～天神間５．８ｋｍを開業して以来、順次、延伸・開業を重ね、

平成５年３月に博多～福岡空港間を開業したことにより、空港線（１号線、姪浜～福岡空港、１３．１ ）、

箱崎線（２号線、中洲川端～貝塚、４．７ ）の全区間が開業した。

その後、市西南部における慢性的な交通渋滞を緩和し、効率的で利便性の高い公共交通体系の確立を図

るとともに、均衡あるまちづくりを推進するため、七隈線（３号線、橋本～天神南、１２．０ ）の建設

を進め、平成１７年２月に開業を迎えた。この七隈線の開業に伴い、現在では、３路線全線で計２９．８

㎞、１日に４０万人以上のお客さまを輸送する公共交通機関として、市民生活、都市活動に不可欠な都市

基盤施設となっている。

また、空港線が姪浜駅でＪＲ筑肥線と相互直通運転を行っているほか、天神駅では西鉄天神大牟田線と、

博多駅では新幹線やＪＲ鹿児島本線と接続、箱崎線が貝塚駅で西鉄貝塚線と接続しており、七隈線も薬院

駅で西鉄天神大牟田線と、天神南駅で空港線と接続しており、福岡都市圏の基幹交通網の要としての役割

を担っている。

さらに、空港線は、地下鉄として全国で初めて空港乗入れを実現し、空港から博多駅まで５分、都心の

天神まで１１分の利便性を確保しており、地下鉄路線を軸として、ＪＲ、西鉄の各路線と航空路線を結ぶ

広域交通ネットワークを形成している。

路 線 名

項 目

空 港 線

（１号線）

箱 崎 線

（２号線）
小計

七 隈 線

（３号線）
計

線

区

概

要

区 間 （ 起 ・ 終 点
姪浜～

福岡空港

中洲川端

～貝塚
－ 橋本～天神南 －

建 設 キ ロ ㎞ ㎞ ㎞

営 業 キ ロ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞

駅 数 駅
駅

含中洲川端
駅 駅 駅

平 均 駅 間 距 離 ㎞ ㎞ ㎞

相 互 直 通 運 転
筑 肥 線

地下鉄線

筑前深江～姪浜 ㎞

姪浜～福岡空港 ㎞
－ －

建 設 費 億円 （ 億円／㎞）
億円

億円／㎞
－

工 法 開削工法、山岳トンネル工法、シールド工法、ケーソン工法

事 業 期 間 昭和 年度～平成 年度
平成 年度～

平成 年度
－
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２．開業の経緯

開業年月日

空港線 箱崎線 七隈線

累計

開業区間
開業

キロ
開業区間

開業

キロ
開業区間

開業

キロ

昭和 室 見 ～ 天 神
㎞ ㎞ ㎞ ㎞

天神～中洲川端 中洲川端～呉服町

姪 浜 ～ 室 見

中洲川端～

博多 仮

呉服町～

馬出九大病院前

博多 仮 ～博多

馬出九大病院前

～箱崎九大前

箱崎九大前～貝塚

平成 博多～福岡空港

橋本～天神南

※ 開業キロは、開業した区間の長さ（キロ）を表す。

３．七隈線延伸事業の概要

七隈線は、市西南部地域の慢性的な交通渋滞の緩和、効率的で利便性の高い公共交通体系の確立、均衡あ

るまちづくりの推進を目的として計画され、平成 年 月に橋本～天神南間（ ）を開業した。

しかしながら、都心部区間が未整備で残され、鉄道ネットワークが不十分であることから、現在、天神南

～博多間（建設キロ 約 ）の七隈線延伸事業を進めている。

（１） 延 伸 区 間 天神南～博多

（２） 延 長 建設キロ：約 営業キロ：約

（３） 建 設 費 約 億円

（４） 工 法 全線地下式（開削工法、シールド工法、ナトム工法、アンダーピニング工法）

（５） 乗 車 人 員 約 万人（うち、新規利用者数※は約 万人）

※ マイカーなどから乗り換えて新たに地下鉄を利用する人数

（６） 開 業 予 定 平成 年度
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４．設備・規格等

（１） 空港線・箱崎線

項 目 内 容

車 両 基 地 福岡市西区下山門四丁目１番１号、 敷地面積 ㎡

変 電 所 ５カ所 （姪浜、今川橋、中洲、榎田、箱崎）

軌 間

・

電 気

軌 間 ㎜

電 気 方 式 ＤＣ Ｖ

集 電 方 式 架空線方式

車 両

保 有 車 両 両 （１編成６両、 編成……全車冷暖房）

車 両 寸 法 長さ 約 ｍ、 幅 約 ｍ、 高さ 約 ｍ

定員（１編成） 人 先頭車 人、 中間車 人

保 安 設 備

列車間の間隔を確保する装置による方法（ＡＴＣ保安方式）、列車無線、

ＡＴＣ（自動列車制御装置）、ＡＴＯ（自動列車運転装置）、

ＣＴＣ（列車集中制御装置）

駅構内
駅 舎

エスカレーター （全駅）

エレベーター （全駅）

駅冷房（全館） （５駅……西新、天神、中洲川端、博多、福岡空港）

駅冷房（局所） （ 駅……西新、天神、中洲川端、博多、福岡空港を除く駅）

駅 務 機 器 券売機・精算機・改札機（全駅）、定期券発行機（５駅）

※定期券は全駅設置のマルチ券売機で発売

（２） 七隈線

項 目 内 容

車 両 基 地 福岡市西区橋本二丁目 番１号、 敷地面積 約 ㎡

変 電 所 ３カ所 （賀茂、茶山、薬院）

軌 間

・

電 気

軌 間 ㎜

電 気 方 式 ＤＣ Ｖ

集 電 方 式 架空線方式

車 両

保 有 車 両 両 （１編成４両、 編成……全車冷暖房）

車 両 寸 法 長さ 約 ｍ、 幅 約 ｍ、 高さ 約 ｍ

定員（１編成） 人 先頭車 人、 中間車 人

保 安 設 備

列車間の間隔を確保する装置による方法（ＡＴＣ保安方式）、列車無線、

ＡＴＣ（自動列車制御装置）、ＡＴＯ（自動列車運転装置）、

ＣＴＣ（列車集中制御装置）

駅構内

駅 舎

エスカレーター （全駅）

エレベーター （全駅）

駅冷房（全館） （４駅……橋本、別府、薬院、天神南）

駅冷房（局所） （ 駅……橋本、別府、薬院、天神南を除く駅）

駅 務 機 器
券売機・精算機・改札機（全駅）

定期券発行機（１駅）、自動定期券発売機（５駅）

※定期券は全駅設置のマルチ券売機で発売
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小 池 勝 也 修 車 係 長 樋 口 真 一

主 査 （ 車 両 運 用 ） 坂 井 広 樹

橋 本 車 両 工 場 長 施 設 係 長 松 隈 章

松 岡 洋 一 修 車 係 長 村 田 理
検 車 係 長 濵 地 浩

姪 浜 車 両 工 場 長 施 設 係 長 森 永 幸 二

吉 浦 秀 満 車 両 係 長 大 庭 保 直
車 両 課 長 計 画 係 長 土 生 勲

信 通 保 安 係 長 古 賀 稔
主 査 （ 保 守 事 業 調 整 ） 田 村 謙 二

平 島 稔 電 力 保 安 係 長 上 田 寛

主 査 （ 保 守 事 業 調 整 ） 中 川 原 国 治

橋 本 保 守 事 務 所 長 保 線 係 長 佐 藤 公 彦

山 田 安 彦 電 力 保 安 係 長 長 谷 綾 一
信 通 保 安 係 長 田 中 孝 典

姪 浜 保 守 事 務 所 長 保 線 係 長 井 手 英 夫

【姪浜保守事務所保線係長が兼務】
橋 本 保 線 係 長 佐 藤 公 彦
【橋本保守事務所保線係長が兼務】

本 山 智 也 主 査 （ 軌 道 更 新 ） 木 下 公 文
姪 浜 保 線 係 長 井 手 英 夫

軌 道 課 長 軌 道 設 計 係 長 末 﨑 悦 章

電 力 設 計 係 長 山 中 信 篤
信 通 設 計 係 長 福 井 新 之 助

跡 部 康 秀 設 備 設 計 係 長 松 瀬 博

主 査 （ 信 通 設 備 更 新 ） 火 山 克 俊

施 設 設 計 課 長 建 築 設 計 係 長 濱 田 靖 之

電 力 指 令 長 伊 藤 孝 則
主 査 （ 電 力 指 令 教 育 ） 伊 藤 寛 隆

駅 務 シ ス テ ム 係 長 浦 江 英 孝

今 井 章 治
岩 下 博 文 荒 木 誠 吾 信 号 通 信 係 長 迫 秀 一

施 設 部 長 電 気 課 長 電 力 係 長

主 査 （ 防 災 ・ 検 査 等 ） 古 賀 健 夫

杉 野 賢 志
久 保 寿 夫 設 備 係 長 田 中 英 樹

施 設 課 長 建 築 係 長

庄 野 達
内 田 正 彦 乗 務 係 長 長 田 高 広

阿 部 亨 中 村 貴 久
橋 本 乗 務 事 務 所 長 教 育 指 導 係 長

交通事業管理者 交 通 局 理 事 乗 務 長 石 橋 伊 望

松 原 敬 治 乗 務 係 長 前 山 浩
乗 務 長 伊 藤 雅 弘

姪 浜 乗 務 事 務 所 長 教 育 指 導 係 長 麻 生 久

運 輸 副 指 令 長 吉 川 寿 弘
運 輸 副 指 令 長 氷 室 秀 樹

毛 利 勝 則 運 輸 副 指 令 長 石 飛 博 章
運 輸 副 指 令 長 田 中 和 弘運 輸 指 令 長

彌 永 髙 則
根 岸 圭 介 大 町 昌 俊 安 全 推 進 係 長 坂 口 嘉 宏

運 輸 部 長 運 転 課 長 運 転 計 画 係 長

天 神 南 管 区 駅 長 山 口 智 佳 子
副 駅 長 江 利 稔

橋 本 管 区 駅 長 高 橋 徹
副 駅 長 一 宮 誠 史

貝 塚 管 区 駅 長 宮 本 繁
副 駅 長 吉 田 健 二

博 多 管 区 駅 長 魚 住 久 信
副 駅 長 中 島 敏 匠

天 神 管 区 駅 長 有 吉 雅 彦
副 駅 長 中 村 淳 二

副 駅 長 岡 村 修 一
辻 聖 二 姪 浜 管 区 駅 長 大 神 英 俊
課 長 （ 駅 務 ） 駅 務 指 導 係 長 森 枝 健

安 谷 幸 司 業 務 管 理 係 長 原 準 一 郎

【電気課駅務システム係長が兼務】

乗 客 サ ー ビ ス 課 長 乗 客 係 長 内 藤 晴 之

主査 （ 情報 シス テム等 ） 山 口 雅 人
Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム 係 長 浦 江 英 孝

藤 比 呂 志 営 業 第 ２ 係 長 中 園 美 恵
Ｉ Ｃ カ ー ド 係 長 福 山 昌 則

営 業 課 長 営 業 第 １ 係 長 真 子 嘉 透

江 口 浩 宣 会 計 係 長 田 島 正 博
契 約 管 財 係 長 山 口 千 年

経 理 課 長 財 務 係 長 藤 村 俊 郎

経 営 計 画 係 長 安 川 浩 平
細 川 浩 行 大 園 喜 代 香 企 画 調 整 係 長 宮 原 章

課 長 （ 給 与 ）
【総務企画局人事課長が兼務】

総 務 部 長 経 営 企 画 課 長

労 務 係 長 松 本 浩 一
教 習 所 長 重 松 克 也

横 溝 智 祐
青 木 功 職 員 係 長 重 憲 一 郎

５．組織及び職員

総 務 課 長 総 務 係 長
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（２） 組織の変更概要

（注１）交通事業管理者を除く。 
（注２）組織数のうち、局は理事をいう。

（注３）課長 給与 ※総務企画局人事課長が兼務 は、課数に含めない。

（注４）営業課ＩＣカードシステム係 電気課駅務システム係長が兼務 ，軌道課姪浜保線係（姪浜保守事務

所保線係長が兼務）及び軌道課橋本保線係（橋本保守事務所保線係長が兼務）は、係数に含めない。 
（注５）職員数は条例定数

 
（３） 管区駅の概要 

路 線 管 区 駅 駅 名 駅務業務

空港線

姪浜管区駅 姪浜、室見、藤崎、西新 直 営

天神管区駅
唐人町、大濠公園、赤坂 委 託

天神 直 営

博多管区駅 祇園、博多、東比恵、福岡空港 直 営

箱崎線 貝塚管区駅
中洲川端、呉服町、千代県庁口、馬出九大病院前、

箱崎宮前、箱崎九大前、貝塚
委 託

七隈線

橋本管区駅 橋本、次郎丸、賀茂、野芥、梅林、福大前、七隈、金山 委 託

天神南管区駅
茶山、別府、六本松、桜坂、薬院大通、薬院、渡辺通、

天神南
委 託

（４） 種類別、費目別職員数 （平成 年 月 日現在） （単位：人）

種 類 別
費 目 別

合 計
営 業 勘 定 建 設 勘 定

運

輸

駅 務

－

－

指 令 －

営 業 －

そ の 他 －

運 転 －

土 木

電 気

車 両

一 般 管 理

合 計

（注）交通事業管理者及び短時間再任用 名は除く。 

施行日
組織数

職員数 備 考
局 部 課 係

・営業課ＩＣカードシステム係を電気課駅務システム係本務へ
変更

・乗客サービス課に課長（駅務）を設置し、同課駅務指導第１
係を駅務指導係に、駅務指導第２係を業務管理係に名称
変更

・施設設計課通信設計係を信通設計係へ名称変更

・軌道課を設置し、同課へ建設課主査（軌道設計）を移管
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１．安全管理体制

福岡市地下鉄では、開業時より運転保安装置であるＡＴＣ（自動列車制御装置）、ＡＴＯ（自動列車運転装置）を導入

し安全には最善を尽くしている。

さらに、平成１７年度には全駅にホームドアを設置完了するなど、車両や施設面の充実を図り、これまで列車の衝突・

脱線等の事故は発生していない。

福知山線脱線事故を契機として平成１８年に鉄道事業法が改正され、これに基づき同年１０月に「福岡市交通局安全

管理規程」を新たに制定した。この安全管理規程は、福岡市高速鉄道事業における輸送の安全確保のための基本的

方針並びに事業の実施及び管理の体制及び方法を定めたもので、これにより新たな安全管理体制を確立している。

（１） 組織体制

安全の確保に関する体制表

（２） 安全に関する会議

会 議 名 構成メンバー 実 施 内 容

経営会議
交通事業管理者、理事、

各部長

地下鉄経営に関し、基本方針や安全性向上などの重要施

策の審議、決定

安全推進会議

安全統括管理者

各部長、運転管理者、

施設管理者、車両管理者、

各設計管理者

・運輸安全マネジメントの推進

・事故・災害等の情報分析及び事故防止対策の策定

・内部監査の実施

・各責任者による現場巡視

※運輸安全マネジメントとは、ＩＳＯ９００１等を参考に作られた「安全に関して組織を指揮し、管理する取組」を

取り入れた新たな安全管理手法である。

乗務員指導
管理者

（姪浜乗務事務所長）

運転管理者

乗務員指導

管理者
（橋本乗務事務所長）

建設部長

技術
課長

運転
課長

乗客

ｻｰﾋﾞｽ
課長 運輸

指令長

電気
課長

姪浜・橋本
保守

事務所長

施設
課長

経理
課長

総務
課長

営業
課長

理 事

車両管理者
（車両課長）

姪浜・橋本
車両

工場長

車両
課長

運輸部長 施設部長

経営企画
課長

安全統括管理者

総務部長

交通事業管理者

安全推進会議

施設設計
課長

施設管理者
（施設課長）

工事事
務所長

建設
課長

軌道
課長

第２ 安 全 対 策
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２．安全重点施策

輸送の安全を確保するための基本的な方針に基づき、「安全目標」を定め，これを達成するために様々な取組を「安全

重点施策」として策定し、進捗状況を管理している。

平成２７年度における安全重点施策は次のとおり定めている。

安全目標 目標達成のための取組み 内 容

安全運行の実現

運転事故・輸送障害・イン

シデントのゼロ

「鉄道事故等報告規則」における運転事故、輸送障害及びインシデント

のゼロ（交通局に責任のあるものに限る）。

安全性向上のための人材の

育成・管理

①乗務員、駅務員等の教育訓練及び安全に関する評価を定期的に実施。

②乗務員及び駅務員等の資質管理の徹底。

③乗務員のアルコールに関する自己管理の徹底及び乗務前のアルコー

ル測定の実施。（管理値： Ｌ）

車両、構造物、駅施設及び

設備の計画的改良

①安全性・信頼性の向上を図るため、運転保安設備の要である、ＡＴＣ

設備の改良を行う。（空港・箱崎線）

②安全性・信頼性の向上を図るため、車両、構造物、駅施設、軌道設備

及び電気設備の計画的改良を行う。

安全最優先の組

織風土を確立
安全マネジメントの推進

①関係法令遵守と安全最優先意識の徹底。

②不具合、ヒヤリハット情報の収集・分析と対策の確実な実施。

③他事業者の事故等に関する情報の活用。

④内部監査の更なる充実。

万一の事故・災

害等に備えて

大規模自然災害等の対応
①大規模自然災害発生時における危機管理体制の確保。

②電力供給不足時における危機管理体制の確保。

関係機関と連係した各種訓

練の実施など

①事故復旧体制の教育訓練の実施。

②事故復旧訓練の実施。

③災害対応訓練の実施。

安心してご利用

いただくために

駅係員全員の普通救命講習

受講

駅係員が救急・救命の応急処置を行う。

各駅のＡＥＤの適切な管理

新型インフルエンザ等対策 新型インフルエンザ等に関する情報収集及び状況に応じた対応。

お客様への適切な情報提供 放送やサイン等により、お客様にわかりやすく適切な情報を提供する。

３．安全に関する設備投資

安全設備の主なものとして、ＡＴＣ（自動列車制御装置）、ＡＴＯ自動列車運転装置、ホームドア、地震監視装置、風

速・雨量警報装置、運転シミュレータ装置等を設置、維持管理し、安全を確保している。平成２６年度においては、総設

備投資額約３３億円のうち安全に関する設備投資額は約２３億円である。

４．鉄道運転事故・インシデント・輸送障害

鉄道運転事故 インシデント 輸送障害 計

平成２２年度 ０ ０ １ １

平成２３年度 １ １ ２ ４

平成２４年度 ０ ０ １ １

平成２５年度 ０ ０ ０ ０

平成２６年度 １ ０ ０ １
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第３ 経 理

１．総事業費と財源

（単位：百万円）

区 分

空港線

姪浜～福岡空港

箱崎線

中洲川端～貝塚

昭和 年度

～平成 年度

七隈線

橋本～天神南

平成 年度～

平成 年度

全線合計

構成比 構成比 構成比

総 事 業 費
％ ％ ％

内

訳

用 地

土 木

軌 道

建 築

電 気

車 両

そ の 他

財

源

内

訳

企 業 債

一般会計出資金

補 助 金

そ の 他

２．企業債現在高

（単位：百万円）

区 分 建設改良債 特例債 緩和債 平準化債 計

年 度 末 企 業 債 残 高

年

度

見込み

企 業 債 発 行 （ 借 入 ） 額

企 業 債 償 還 金

年 度 末 企 業 債 残 高

年

度

見込み

企 業 債 発 行 （ 借 入 ） 額

企 業 債 償 還 金

年 度 末 企 業 債 残 高

（注）企業債発行（借入）額は繰越分を含む。
建設改良債には出資債を含む。
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３．国及び一般会計からの補助金、出資金等

（単位：百万円）

区 分
年度

ま で

年度

見込み

年度

繰越含む
合 計

国 庫 補 助 金

高 速 鉄 道 整 備 事 業 費 補 助 金

特 例 債 利 子 補 助 金 － －

社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金

国際競争拠点都市整備事業補助金 －

エコレールラインプロジェクト補助金

計

市一般会計

補 助 金

高 速 鉄 道 整 備 事 業 費 補 助 金

緊急整備事業特別債元利償還助成金

補 正 予 算 債 元 利 償 還 助 成 金

特 例 債 元 利 償 還 助 成 金

基 礎 年 金 拠 出 金

福 祉 対 策 助 成 金

祇園博多間連絡通路整備等助成金

九大病院前地下通路整備助成金 － －

児 童 手 当 等 に 係 る 助 成 金

調査費補助金（延伸、相互直通） － －

最新エネルギー技術導入等による新

た な 駅 の 検 討 事 業 補 助 金
－ －

地下鉄駅券売機の カ国語化事業補助金 － －

地方公営企業会計制度改正に係る補助金 － －

黒田官兵衛プロジェクト関連事業補助金 －

福 岡 空 港 駅 改 造 事 業 費 補 助 金

そ の 他 補 助 金 － －

小 計

出 資 金

建 設 改 良 事 業 出 資 金

追 加 出 資 金 － －

小 計

合 計

総 合 計

※高速鉄道整備事業費補助金には、空港線、箱崎線の耐震補強・大規模改良・浸水対策の補助金を含む。

市一般会計 短期借入金（無利子） 年度内償還 年度内償還

主な制度の概要

高速鉄道整備事業費補助金（国、市）

平成３年度以降新規補助採択分

建設当年度一括交付

国･･･ 総建設費－車両費－総係費－建設利息 × × （有償資金比率）× １割圧縮 × ％（補助率）

市･･･ 総建設費－車両費－総係費－建設利息 × × （有償資金比率）× ％（補助率）

緊急整備事業特別債元利償還助成金（市）

地方単独整備区間に係る企業債（特別債）について元利償還金の２／３相当額を助成。

特例債元利償還助成金

① 特例債利子助成金（市）

平成５年度から平成 年度まで（ 年間）発行の新々特例債（昭和 ～ 年度間に発行された建設債から生

じる利息相当額）及び平成 年度から平成 年度まで（ 年間）発行の続特例債（昭和 年～平成２年度間に

発行された建設債から生じる利息相当額）に係る利子のうち、年利 ％を上限として助成。

② 特例債元金償還助成金（市）

上記特例債の元金償還相当額を助成。
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４．収益的収支の推移

（単位：千円）

年 度

種 別 見込み 予算

収

益

的

収

入

営

業

収

益

旅客運輸収益

運輸雑収益

小 計

営

業

外

収

益

補 助 金

その他収益

長期前受金戻入

小 計

経常収益計

特 別 利 益

収益的収入計

収

益

的

支

出

営

業

費

用

給 与 費

経 費

う ち 修繕費

減価償却費等

小 計

営

業

外

費

用

支 払 利 息

消 費 税

雑 支 出

小 計

経常費用計

特 別 損 失

（ ） 予 備 費

（ ） 収益的支出計

収

支

差

引

営 業 収 支

－

経 常 収 支
△

（ － －Ｆ）

単 年 度 収 支
△ △

（ －Ｇ）

 
（注）１ 消費税込みの額である。

２ 「減価償却費等」は、減価償却費及び固定資産除却費（撤去費を除く）をいう。

３ 「支払利息」は、支払利息及び企業債取扱諸費をいう。
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５．　平成２７年度　高速鉄道事業会計予算

※　減価償却費などの損益勘定留保資金等で補てん

収益的収支 金　　　　　額
収　　　　　入 百万円

支　　　　　出 百万円

差　　　　　引 百万円

　単年度損益（消費税要素除く） 百万円

平成２６年度末累積損益 △ 143,518 百万円

＋ 平成２７年度末損益 百万円

平成２７年度末累積損益 △ 140,904 百万円

資本的収支 金　　　　　額
収　　　　　入 百万円

支　　　　　出 百万円

差 　　 　　引 △ 10,316 百万円

平成２７年度末累積資金過不足額 △ 23,378 百万円

     　　収益的収支    　　　　　　　　資本的収支
（単位：百万円） （単位：百万円）

収支差引

△10,316
借入金返還金

収支差引長期前受金戻入

消費税等

借入金
支払利息等

一般会計補助金等

広告収入等

企 業 債
償 還 金国庫補助金

減価償却費等

一般会計補助金・出資金

営
　
業
　
収
　
益

営
　
業
　
費
　
用

乗 車 料
収 入

企業債 内訳

元金償還金

借換債（市場公募債）
内訳

建設改良債
経費

資本費平準化債

借換債（市場公募債）

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

給与費

特例債

建設改良費
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６．平成 年度 主な建設改良事業

七隈線延伸事業 事業費 千円

営業線改良事業 事業費 千円

７．重要施策

（１）七隈線延伸事業 千円

土木本体工事を推進するとともに、軌道・電気・建築・設備等に関する工事の設計を進め、早期

開業を目指す。

＜平成２７年度の主な事業内容＞

・博多駅（仮称）工区建設工事

・中間駅（仮称）西工区建設工事

・中間駅（仮称）東工区建設工事

・軌道・建築・電気・設備関係実施設計 等

（２）福岡空港駅改造事業 千円

福岡空港ターミナルビル移転に伴う新しいビルの計画にあわせて、福岡空港駅の１出入口移設や

新改札口の整備など、駅レイアウトの変更を行い、地下鉄と空港の交通結節機能の強化を図る。

（３）安全・安心の向上

（ア）自動列車制御装置（ＡＴＣ）等改良工事 千円

経年劣化した自動列車制御装置（ＡＴＣ）等を年次計画により改良する。

（姪浜駅、 系・ 系車両）

（イ）列車集中制御装置（ＣＴＣ）改良工事 千円

経年劣化した列車集中制御装置（ＣＴＣ）を年次計画により改良する。

（中央制御所）

（ウ）安全・安心を支える人材の育成 千円

交通局人材育成基本方針に基づき、安全を支える専門知識や技術を有する職員を育成するため

に、技術の継承を推進するとともに、委託駅従事員のさらなる資質向上を図る。

（４）ユニバーサルデザインに配慮した整備推進

（ア）西新駅エレベーター整備工事 千円

バリアフリー動線確保のため、７出入口（西新交番方面）付近にエレベーターを新設する。

（イ） 系車両座席部改良工事 千円

系車両の座席について、ユニバーサルデザインの観点から縦手すりを設置するとともに、

定員着座推進のための座席改良を行う。
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（ウ）駅トイレ改良工事 千円

駅トイレの段差解消やオストメイト対応等の改良を、年次計画を前倒しして実施し、平成２９

年度までに、全駅トイレのバリアフリー化を完了する。

（博多駅中央口）

（５）お客様サービスの向上

（ア）天神駅・天神南駅乗換案内モニタ設置 千円

天神駅及び天神南駅における乗換利便性の向上を図るため、時刻案内や運行情報を表示するモ

ニタを設置する。

（イ）駅案内サイン等の改良 千円

経年劣化した空港・箱崎線の駅案内サイン等について、平成２６年度に策定するガイドライン

に基づく改良を実施するため、実施設計を行う。

（６）駅施設の省エネルギー化

駅照明等のＬＥＤ化改良工事 千円

ホーム、コンコース等の照明や誘導灯のＬＥＤ化を推進する。

（駅照明…大濠公園駅、西新駅 誘導灯…箱崎宮前駅、箱崎九大前駅、貝塚駅）
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１．環境にやさしい地下鉄

地下鉄は、他の交通機関に比べ、二酸化炭素の排出量が自家用車の約１ 、バスの約１ と非常に少なくてすむ

環境にやさしい乗り物である。

また、福岡市に地下鉄があることで、地球温暖化の原因となる二酸化炭素排出量やヒートアイランドの抑制などの

環境面での効果も発揮している。

○ １人を１ｋｍ運ぶのに必要な二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量（ 年度実績）

鉄 道 ／人･

バ ス ／人･

自家用車 ／人･ 「国土交通省ホームページ」 より

○ 福岡市に地下鉄があることによる環境面での効果

項 目 概 要

二酸化炭素排出量の

抑制

福岡市に地下鉄があることで、マイカーやバスなど他の交通機関からの二酸

化炭素排出量が１年あたり約５万２千トンも抑制されており、この総抑制量を

森林による二酸化炭素吸収に委ねようとすると、博多区・中央区・南区を合

わせた面積に匹敵する約８千 もの森林が必要となる。

ヒートアイランドの抑制

地下鉄は、走行時の排熱が極めて小さく、都心部のヒートアイランド現象の

抑制にも大きく貢献している。もし、地下鉄がなかったら、その分マイカー等

の利用者が増え、都心部において約５千世帯がお風呂を沸かす程度の熱

量（＝約 万ｋ ／日）が日々増加してしまう。

２．地下鉄の利用促進

福岡市交通局では、環境にやさしい地下鉄の利用促進を図ることが、地球温暖化などの環境問題への対応として

重要と考えており、「エコちかきっぷ」などの販売促進や、「駅まで歩く、駅から歩く」をスローガンとした「

」などを展開している。

○ 環境関連きっぷ、プロジェクト等

概 要 開始時期

エコちかきっぷの販売

・毎月第２土曜日と翌日曜日販売のお得な１日乗車券「エコちかきっぷ」を、 ．

３月から全ての土・日・祝日に販売を拡大し、枚数制限をなくした。

Ｈ２０～

公共交通の利用促進

・国やＪＲ，西鉄等と共同で「公共交通マップ」を作成し，主要駅等で配布。

・民間商業施設と連携し，橋本駅でパーク ライドを実施。

Ｈ１７～

（サブウェイ ダイエット）

・「地下鉄を含むライフスタイル」を提案する新たなプロモーション活動として、「環

境・健康」を切り口に、市関係局や民間企業との連携をおこなっている。

２０～

第４ 環境への取組
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３．環境負荷低減の取組

環境負荷低減の取組として、軽量タイプの車両の採用、ブレーキをかけた時のエネルギーを電力に変える回生ブ

レーキの導入など、開業当初より様々な取組を行っている。

近年では駅照明のＬＥＤ化や駅務室系統の空調のビルマルチ方式への変更、橋本車両工場や天神駅での省エネ

診断事業を行っている。今後も、よりいっそうの環境負荷低減に向けて、省エネやリサイクルなどの取組を行っていく。

○主な環境負荷低減の取組

項目 主な取り組み 開始時期

電気使用量削減の取組

軽量タイプの車両の導入 開業当初～

回生ブレーキの採用及び省エネ型の主回路（ ）
導入による回生率の向上

開業当初～

エスカレーターの自動作動・停止 開業当初～

照明の見直し（構内減灯、照明器具変更）・自然採光の多用 Ｓ５９～

車両空調の効率化 Ｈ１５～

太陽光発電装置の導入 Ｈ１６～

自然換気システムの導入 Ｈ１６～

駅照明のＬＥＤ化 Ｈ２４～

駅務室系統の空調をビルマルチ方式へ変更 Ｈ２５～

水使用量削減の取組
再生水の利用 Ｓ５７～

雨水循環システムの導入 Ｈ１６～

省資源・リサイクルなど
きっぷのリサイクル Ｈ８～

繰り返し利用できるＩＣカード「はやかけん」の導入 Ｈ２０～

民間事業者と連携した取組
省エネ診断事業 Ｈ２５～

屋根貸し太陽光発電事業検討 Ｈ２６～

環 境 方 針

～「低炭素社会」の実現に向けて、福岡市交通局が取り組むこと～

環境問題、特に地球温暖化は、世界的に深刻な問題となっており、このまま進行すれば気候変動がさ

らに激しくなり、人類をはじめとする生物に大きな影響を及ぼすことが予想されています。この地球温

暖化を抑止するため、環境への負荷が少なく、持続的な発展ができる「低炭素社会」の実現が求められ

ています。

福岡市交通局でも、公共交通事業者の社会的な責任として、地球温暖化をはじめとする環境問題に対

し、真剣に取り組んでいく必要があると認識しています。そのためには、二酸化炭素排出量が少なく、

環境にやさしい乗り物である鉄道をはじめとする公共交通の利用を促進するとともに、事業活動によっ

て生じる環境負荷のさらなる低減に努めていかなければなりません。

そこで、私たちは、次のとおり環境に関する基本方針を定め、「低炭素社会」の実現に向けて、取り組

んでいきます。

１．安全で快適な、質の高い輸送サービスを提供し、環境にやさしい交通機関である地下鉄を、より多

くの方に利用していただけるよう努めます。

２．地下鉄運営によって生じる環境負荷をよりいっそう削減するため、エネルギー使用の効率化や資源

の有効活用を進めます。

３．職員一人ひとりが常に環境を意識した行動ができるよう、職員の意識の向上を図ります。

平成２１年６月 福岡市交通局
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第５ 営 業

１．乗車料金制度
料金改定の推移
当初制定年月日 昭和 年７月 日 （初乗り 円）
改 定 年 月 日 昭和 年６月１日 （ 〃 円）……平均改定率 ％

平成元年６月１日 （ 〃 円）…… 〃 ％
平成４年 月１日 （ 〃 円）…… 〃 ％
平成９年６月１日 （ 〃 円）…… 〃 ％
平成 年４月１日 （ 〃 円）…… 〃 ％

料金制度の概要
① 普通料金（対キロ区間制）

② 定期料金（通勤、通学（大人・小児・割引））
ア 定期料金（対キロ区間制）

イ 共通定期料金 地下鉄・自転車駐車場
地下鉄・自転車駐車場双方の定期料金の合計額
から割引した額

③ １日乗車料金
大人 円 小児・割引 円

④ 団体料金

人以上の団体に適用

区 間
料金

大人 小児

１ 区 ～ キロまで 円 円

２ 区 キロを超え キロまで 円 円

３ 区 キロを超え キロまで 円 円

４ 区 キロを超え キロまで 円 円

５ 区 キロを超え キロまで 円 円

６ 区 キロを超え キロまで 円 円

通勤 通学

１
月
定
期

１区 円 円

２区 円 円

３区 円 円

４区 円 円

５区 円 円

６区 円 円

３月定期 １月定期の３倍の５％引き

６月定期 〃 の６倍の ％引き

割
引
額

１月定期 通勤 円、通学 円

３月定期 １月定期の３倍

６月定期 〃 の６倍

割引率
学生団体 ％

普通団体 ％
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⑤ 乗継割引料金

ア ＪＲ九州筑肥線

対象区間 筑肥線（周船寺～下山門）と地下鉄線（室見～赤坂）を乗り継ぐ場合。

対象券種 普通券……大人 円（地下鉄、ＪＲ九州双方 円の割引）

定期券……下記の地下鉄料金にＪＲ九州の料金を加えた額

通勤大人（１月）１区 円，２区 円

通学大人（１月）１区 円，２区 円

イ 西鉄貝塚線

対象区間 貝塚線３区（～三苫）と地下鉄線３区（～藤崎・福岡空港・茶山）を乗り継ぐ場合。

対象券種 普通券 ………… 双方２区以内：大人 円（地下鉄、西鉄双方 円の割引）

片 側 ３ 区：大人 円（地下鉄、西鉄双方 円の割引）

定期券 通勤 ……下記の地下鉄料金に西鉄の料金を加えた額

双 方 ２ 区 以 内：大人（１月）１区 円，２区 円

片 側 ３ 区：大人（１月）１区 円，２区 円

３区 円

⑥ 割引料金……身体障がい者等

無料又は大人料金の半額、小児の障がい者は小児料金の半額（普通券のみ）

⑦ 手 数 料……払戻し及び再発行

・払戻し 普通券（ 円）、定期券・通学割引回数券・１日券・団体券・ＩＣカード（ 円）

・再発行 ＩＣカード（ 円）

⑧ そ の 他……企画乗車券

地下鉄全線乗り放題定期券（ちかパス）、おとなりきっぷ、ちかまるきっぷ、

伊都・キャンパス回数券、伊都・シーサイド回数券、エコちかきっぷ等

※料金の区分 大人…… 歳以上

小児……６歳以上 歳未満
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（３） 料金区界表 営業キロ（km）  

普通料金（円） 

姪 浜 －

室 見 －

藤 崎 －

西 新 －

唐人町 －

大 濠
公 園 －

２区 １区 赤 坂 －

２６０
１３０

２００
１００

天 神 － － － － － － － － － － － － － － － －

中 洲
川 端 －

３区 祇園 －

３００
１５０

博 多 －

東比恵 －

４区
３３０
１７０ １区

福 岡
空 港 －

呉服町 －

２区 １区 千 代
県庁口 －

２６０
１３０

２００
１００

馬出九大
病 院 前 －

３区 ３区 １区 箱 崎
宮 前 －

４区 ３００
１５０

３００
１５０ ２区 ２００

１００
箱 崎
九大前 －

３３０
１６０

２６０
１３０

貝 塚 －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － 天神南

１区 － １区 １区 渡辺通

２００
１００

－
２００
１００

２００
１００

薬 院

２区 － ２区 ２区 薬 院
大 通

２６０
１３０

－
２６０
１３０

２６０
１３０

桜 坂

－ 六本松

－ 別 府

３区 － ３区 茶 山

３００
１５０

－
３００
１５０ ３区 金 山

－ ３００
１５０ １区 七 隈

－ ２区
２００
１００

福大前

－ ２６０
１３０

梅 林

４区 － ４区 ４区 野 芥

５区 ３３０
１６０

－ ３３０
１６０ ５区 ３３０

１６０ ３区 賀 茂

３５０
１８０

－
３５０
１８０ ５区 ３００

１５０
次郎丸

６区
３７０
１９０

－ ３５０
１８０ ４区 ３３０

１６０
橋 本

—
 18 —



２．料金表等
（１） 料金の種別及び金額

（単位：円）

種 別
金 額

備 考
１ 区 ２ 区 ３ 区 ４ 区 ５ 区 ６ 区

普 通 料 金
大 人

小 児 歳未満の者

定

期

料

金

通

勤

定

期

料

金

大人

１月

３月

６月

小児

１月

３月

６月

通

学

定

期

料

金

大人

１月

３月

６月

小児

１月

３月

６月

１ 日

乗 車 料 金

大人

小児

団 体

料 金

学生

団体

大人
普 通 料 金 の ２ 割 引

人以上の

団体

小児

普通

団体

大人
普 通 料 金 の １ 割 引

小児

（２） 割引乗車券の種別及び金額
（単位：円）

種 別
金 額

備 考
１ 区 ２ 区 ３ 区 ４ 区 ５ 区 ６ 区

割 引 普 通 料 金

割 引 小 児 普 通 料 金

割 引 通 勤

定 期 料 金

１月

３月

６月

割 引 通 学

定 期 料 金

１月

３月

６月

通 学 割 引 回 数 料 金

通信制高校･

放送大学、

枚綴り

割 引 １ 日 乗 車 料 金

— 19 —
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４．ＩＣカード乗車券「はやかけん」

地下鉄利用者の利便性向上と公共交通機関の利用促進を図るため、平成 年 月 日にＩＣカード乗車券「はや

かけん」を導入した。

特 徴

①全国相互利用サービス（平成 年 月 日開始） ②電子マネーサービス（「 」を除く。）

③定期券の搭載 ④地下鉄乗車時のポイント付与 ⑤紛失時の再発行（無記名式を除く）

デポジット（預かり金） 円

チャージ 円単位（ ， 円・ 円・ 円・ 円・ 円・ 円）で最大 円まで可能

ポイント

か月間（毎月 日～末日）の乗車料金額に応じて翌月の１０日に基本ポイント及びボーナスポイントを付与。

※１ポイント＝１円で「はやかけん」にチャージ（入金）可能。

【付与ポイント数】１か月間の地下鉄乗車料金額 × ポイント付与率（２％） ＋ ボーナスポイント

か月乗車料金額 ボーナスポイント

円以上 円未満 ＋ ５０ポイント

円以上 円未満 ＋２００ポイント

円以上 円未満 ＋３５０ポイント

円以上 円未満 ＋６００ポイント

円以上 ＋８００ポイント

【 筑肥線～地下鉄線を対象としたポイントサービス】

「はやかけん」のカード入金額で姪浜駅をまたがって 筑肥線（西唐津～下山門間各駅）⇔地下鉄線

各駅を利用すると、上記ポイントに加えて１乗車につき ポイントを翌月 日に付与。

（ ） 「はやかけん」を活用したお客様サービス等

①「はやかけん」を利用したメール配信サービス「みまもりタッチ」モニター開始（平成 年 月）

本格実施（平成 年 月１日有料化）

② との提携によりマイレージクラブ会員を対象としたに「 はやかけん」を発行（平成 年 月）

（「 マイル」を「はやかけんポイント」へ交換できるサービスの提供（平成 年 月～））

③駅周辺駐車場を利用した場合に駐車場料金が割引となるパーク＆ライドサービス開始（平成 年 月）

④福岡市施設（区役所窓口や美術館・博物館・体育館など）において，「はやかけん」（相互利用カードも含む

による電子マネー決済を開始 平成 年 月

（平成 ７年 月末現在， 箇所で同決済のサービスを提供）
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５．運輸実績
（１）　総括表

年度
空港線 空港線
箱崎線 箱崎線

日

㎞

期中営業キロ ㎞

千㎞

千㎞

１ 日 平 均 ㎞

千kwh

千人

定 期 千人

定 期 外 千人

定 期 率 ％

１日１キロ 当り 人／㎞

千人ｷ
ﾛ

輸 送 密 度 人

％

百万円

１ 日 平 均 千　円

㎞

定 期 ㎞

定 期 外 ㎞

円

定 期 円

定 期 外 円

（注１）　　「5.運輸実績」の金額には、消費税を含む。

（注２）　　輸送人員の１日平均（　）書きは、空港線・箱崎線と七隈線の乗継人員を含む。

25年度
七隈線

26年度
七隈線

運 賃 収 入

１人平均乗車キロ

１ 日 平 均

 項　　目 単位

使 用 電 力 量

輸 送 人 員

１人平均支払運賃

輸 送 人 キ ロ

乗 車 効 率

人

車 両 走 行 キ ロ

22年度 23年度

列 車 走 行 キ ロ

24年度

営 業 日 数

期 末 営 業 キ ロ

－22－
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　(２)　輸送人員(1日平均)と定期率の推移

　　　※乗継人員は含まない。

　　　※１６年度の七隈線人員数については，開業後５７日間の実績を通年で平均した値。

　(３)　運輸収入(１日平均)と１人平均支払運賃の推移

　　　※１６年度の七隈線運賃収入については，開業後５７日間の実績を通年で平均した値。

　　　※1人平均支払運賃が下降傾向にあるのは，定期利用率の上昇や，全線定期券等割安な企画券の発売による。

　　　※26年度実績には，消費税増税に伴う運賃改定分の増加が含まれる。

単位：万人

（年度）

空港・箱崎線 七隈線 定期率
定期率
(単位：％)

輸送人員

単位：千円

（年度）

空港・箱崎線 七隈線 人平均支払運賃

平均運賃
(単位：円)

運賃収入

－23－— 23 —



（４）　乗車券別輸送人員（平成26年度）
(単位：人、％)

輸送人員 構成比 輸送人員 構成比 輸送人員 構成比

１月

３月

６月

１月

３月

６月

全線

輸送人員 構成比 輸送人員 構成比 輸送人員 構成比

１　　区

２　　区

３　　区

４　　区

５　　区

６　　区

全線

１　　区

２　　区

３　　区

４　　区

５　　区

６　　区

１　　区

２　　区

３　　区

４　　区

５　　区

６　　区

全　　　線

普通

その他

回数

１日

特別企画

団体

敬老・福祉割引

ＩＣカード

通
　
学

七隈線

区　　　分
空港線・箱崎線 七隈線

区　　　分
全線 空港線・箱崎線

計

定
　
　
　
期

通
　
勤

定
　
期
　
外

計

計

定
　
　
　
期

定
　
期
　
外

計

計

計

計

合　　計

合
　
　
計

－24－
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（５）　乗車券別運輸収入（平成26年度）
(単位：円、％)

運輸収入 構成比 運輸収入 構成比 運輸収入 構成比

１月

３月

６月

１月

３月

６月

合　　計

その他

回数

１日

特別企画

団体

敬老・福祉割引

計

計

普通

ＩＣカード

定
　
期
　
外

七隈線

定
　
　
　
期

通
　
勤

区　　　分

計

全線 空港線・箱崎線

計

通
　
学

－25－
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（６）　駅別乗車人員の推移（年度別１日平均）
(単位：人、％)

年　度
 駅　名 前年度比 前年度比 前年度比 前年度比

Ｊ Ｒ 筑 肥 線

姪 浜

室 見

藤 崎

西 新

唐 人 町

大 濠 公 園

赤 坂

天 神

中 洲 川 端

祇 園

博 多

東 比 恵

福 岡 空 港

空 港 線 計

中 洲 川 端

呉 服 町

千 代 県 庁 口

馬出九大病院前

箱 崎 宮 前

箱 崎 九 大 前

貝 塚

西 鉄 貝 塚 線

箱 崎 線 計

空港線・箱崎線計

橋 本

次 郎 丸

賀 茂

野 芥

梅 林

福 大 前

七 隈

金 山

茶 山

別 府

六 本 松

桜 坂

薬 院 大 通

薬 院

渡 辺 通

天 神 南

七 隈 線 計

－26－— 26 —



（７）　駅別乗車人員の推移（平成26年度，月別１日平均）
(単位：人、％)

　月

 駅　名

Ｊ Ｒ 筑 肥 線

姪 浜

室 見

藤 崎

西 新

唐 人 町

大 濠 公 園

赤 坂

天 神

中 洲 川 端

祇 園

博 多

東 比 恵

福 岡 空 港

空 港 線 計

中 洲 川 端

呉 服 町

千 代 県 庁 口

馬出九大病院前

箱 崎 宮 前

箱 崎 九 大 前

貝 塚

西 鉄 貝 塚 線

箱 崎 線 計

空港線・箱崎線
計

橋 本

次 郎 丸

賀 茂

野 芥

梅 林

福 大 前

七 隈

金 山

茶 山

別 府

六 本 松

桜 坂

薬 院 大 通

薬 院

渡 辺 通

天 神 南

七 隈 線 計 －

3月

－

9月 10月 11月 12月 H27.1月 2月H26.4月 5月 6月 7月 8月

－27－— 27 —



（８） 広告取扱額の推移
（単位：千円）

区 分 年度 年度 年度 年度 年度

列

車

中 吊

窓 上

ド ア 上

ド ア 横

吊 革

手ばさみ注意ステッカー

マ ナ ー ス テ ッ カ ー

事故防止注意ステッカー

ド ア 横 ス テ ッ カ ー

ド ア 上 ス テ ッ カ ー

携帯マナーアップステッカー

ア ピ ー ル ラ イ ナ ー

ビ ジ ョ ン

車 内 放 送

車 体 ｽ ﾃ ｯ ｶ ｰ 広 告

その他車内ｽﾃｯｶｰ広告

小 計

駅

構

内

ポ ス タ ー 貼

連 貼

メ ト ロ ボ ー ド

ネ ッ ト

ネ ッ ト デ ラ ッ ク ス

（ 集 中 貼 り ）

電 照 ・ パ ネ ル

乗 車 位 置

中 柱

ベ ン チ

駅 案 内

救 命 ボ ッ ク ス

自 動 改 集 札 機

フ ロ ア

エ ス カ レ ー タ ー 横

駅 柱 巻

階 段

駅 ア ピ ー ル セ ッ ト

ホー ム ド ア ス テ ッ カー

ｴｽｶﾚｰﾀｰ横壁面ｽﾃｯｶｰ

ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ｭ ｱ ﾙ ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ

そ の 他

小 計

カ ー ド 広 告

合 計

（９） 構内営業にかかる土地建物使用料（収入）の推移
（単位：千円）

区 分 年度 年度 年度 年度 年度

駅
構
内

空港線・箱崎線

七隈線

小 計

隧

道

空港線・箱崎線

七隈線

小 計

合 計
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第６ 運 転

（平成２６年３月１５日改正）

１．運転本数（平日：片道）

（１）空港線・箱崎線

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）七隈線

 
 

 
 
 
 
 

 
 
２．運転時隔（平日） （分．秒） 
           区 間 
 
 区 分 

筑 肥 線 空 港 線 箱崎線 七隈線 
唐津～ 
筑前深江 

筑前深江 
～筑前前原 

筑前前原 
～姪浜 

姪浜 
～西新 

西新～ 
中洲川端 

中洲川端 
～福岡空港 

中洲川端 
～貝塚 

橋本～ 
天神南 

 朝混（８時～９時） 

 昼間 
～

 夕混（ 時～ 時） 
（注） 平均時分 

 
３．始終発時刻（平日）

行先系統別 （東行き） 始 発 終 発 行先系統別 （西行き） 始 発 終 発

姪 浜 → 福岡空港 福岡空港 → 姪 浜

姪 浜 → 博 多 － 博 多 → 姪 浜 －

姪 浜 → 貝 塚 貝 塚 → 姪 浜

橋 本 → 天 神 南 天 神 南 → 橋 本

 

 

福岡空港 

（ ）

（ ）
（ ）

博多

   

西

鉄 

 
貝

塚 
     

中
洲
川
端 

 

天

神 
   

西

新 
    

姪

浜 
    

筑
前
前
原 

   

筑
前
深
江 

 

唐

津 

（
西 

唐 

津) 

（貝塚線）

      

天 

神 

南 
                     

橋

本 
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４．標準運転時分

（単位：分．秒）

（１） 空港線・箱崎線 
空港線東行 箱崎線北行 

停車

時分
姪 浜

室 見

藤 崎

西 新

唐人町

大 濠

公 園

赤 坂

天 神

中 洲

川 端

祇 園 － － － － － －

博 多 － － － － － －

東比恵 － － － － － －

－
福 岡

空 港
－ － － － － －

－ － － － 呉服町

－ － － －
千 代

県庁口

－ － － －
馬出九大

病 院 前

－ － － －
箱 崎

宮 前

－ － － －
箱 崎

九大前

－ － － － － 貝 塚
 

空港線西行 箱崎線南行  
 
（２） 七隈線 

七隈線東行 
停車時分 橋 本

次郎丸

賀 茂

野 芥

梅 林

福大前

七 隈

金 山

茶 山

別 府

六本松

桜 坂

薬 院

大 通

薬 院

渡辺通

－ 天神南
 

七隈線西行 
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５．主要駅までの平均所要時分

（１） 天神から

駅 筑前前原（筑前深江） 唐 津 西 鉄 香 椎

所要時分 分 （ 分） 分 分

筑前深江 ＪＲ筑肥線と相互直通運転 
唐 津 ＪＲ筑肥線と直通運転 
西鉄香椎 西鉄貝塚線と連絡（貝塚乗換え３分） 

 
（２） 福岡空港から

駅 筑前前原（筑前深江） 唐 津 香 椎

所要時分 分 （ 分） 分 分

筑前深江 ＪＲ筑肥線と相互直通運転 
唐 津 ＪＲ筑肥線と直通運転 
香 椎 ＪＲ鹿児島本線と連絡（博多乗換え６分） 
※ 唐津～筑前前原間快速運行（平日ダイヤ） 
※ 唐津～姪浜間快速運行（土曜・休日ダイヤ） 

 
６．乗車効率、混雑率等

１ 乗車効率及びラッシュ時集中率 （平成 年度）

空港線・箱崎線 七隈線 全線

乗車効率（終日） ％ ％ ％

ﾗｯｼｭ時集中率
～

２ 混雑率及び集中率（最混雑区間）

平成 年 月現在）

空港線・箱崎線 七隈線

最混雑区間 大濠公園→赤坂 桜坂→薬院大通

最混雑時間 ～ ～

最混雑率

集中率

※ 混雑率算定の車両定員は、標準旅客定員 （空港線・箱崎線： 人、七隈線： 人 （１編成））で算定

している。
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第７ 駅 設 備 等

１．駅設備

（１） 空港線・箱崎線
○印駅はお客様サービスセンター設置駅

項 目

空 港 線 箱 崎 線

○姪 浜 室 見 藤 崎 ○西 新 唐 人 町 大濠公園 赤 坂 ○天 神 中洲川端 祇 園 ○博 多 東 比 恵 福岡空港 呉 服 町
千 代

県 庁 口

馬出九大

病 院 前
箱崎宮前

箱 崎

九 大 前
○貝 塚

所 在 地

西 区 早 良 区 早 良 区 早 良 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区 博 多 区 博 多 区 博 多 区 博 多 区 博 多 区 博 多 区 博 多 区 東 区 東 区 東 区 東 区

姪の浜４丁目８

番１号
室見１丁目 百道２丁目 西新３丁目 唐人町 丁目 大手門 丁目 赤坂１丁目 天神２丁目 上川端町 御供所町 博多駅中央街 東比恵 丁目 大字下臼井 綱 場 町 千代４丁目 馬出２丁目 馬出４丁目 箱崎３丁目

箱崎７丁目

番１号

建 物 構 造 高架式 地下３層 地下３層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下３層 地下２層 地下３層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地上２層 

延 面 積 ㎡

ホ

ー

ム

形 式 ｍ 島 式 相対式 相対式 島 式 島 式 相対式 島 式 島 式 島式２層 島 式 島 式 島 式 島 式 島  式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 

有 効 長 ｍ
号線
号線

最 大 幅 員 ｍ

深 さ ｍ － －

出 入 口 箇所

エ ス カ レ ー タ ー 箇所

エ レ ベ ー タ ー 基

駅  冷  房  設  備 局 所 局 所 局 所 全 館 局 所 局 所 局 所 全 館 全 館 局 所 全 館 局 所 全 館 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所

出

改

札

設

備

改 札 口 箇所 （ ）

改 札 機 台 （ ）

券 売 機
マルチ 台 （ ）

その他 台 （ ） －

精 算 機 台 （ ）

定期券発行機 台 （ ） － － － － － － － － － － － － － －

換 気 塔 箇所 － －

列車非常停止押しボタン 箇所

（注１） 中洲川端は、Ｂ１がコンコース、Ｂ２が箱崎線ホーム、Ｂ３が空港線ホームとなっている。

（注２） 「延面積」には、出入り口を含まない。

（注３） 「深さ」は、駅中心部の地表からレール面までの深さ。

（注４） 「駅冷房設備」の欄の「全館」とは駅舎全体の冷房であり、「局所」とはホーム階の一部分の冷房である。

（注５） 姪浜駅内出改札設備のうち（ ）内数については、ＪＲ九州が管理・運営している。

設置場所：東側改札口 えきマチ１丁目口

（注６） 券売機 マルチ はＩＣカード、ＩＣ定期、普通きっぷ対応。

（注７） 券売機 その他 は普通きっぷのみ対応。

－ －－ －

（平成 年 月末現在）
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第７ 駅 設 備 等

１．駅設備

（１） 空港線・箱崎線
○印駅はお客様サービスセンター設置駅

項 目

空 港 線 箱 崎 線

○姪 浜 室 見 藤 崎 ○西 新 唐 人 町 大濠公園 赤 坂 ○天 神 中洲川端 祇 園 ○博 多 東 比 恵 福岡空港 呉 服 町
千 代

県 庁 口

馬出九大

病 院 前
箱崎宮前

箱 崎

九 大 前
○貝 塚

所 在 地

西 区 早 良 区 早 良 区 早 良 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区 博 多 区 博 多 区 博 多 区 博 多 区 博 多 区 博 多 区 博 多 区 東 区 東 区 東 区 東 区

姪の浜４丁目８

番１号
室見１丁目 百道２丁目 西新３丁目 唐人町 丁目 大手門 丁目 赤坂１丁目 天神２丁目 上川端町 御供所町 博多駅中央街 東比恵 丁目 大字下臼井 綱 場 町 千代４丁目 馬出２丁目 馬出４丁目 箱崎３丁目

箱崎７丁目

番１号

建 物 構 造 高架式 地下３層 地下３層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下３層 地下２層 地下３層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地上２層 

延 面 積 ㎡

ホ

ー

ム

形 式 ｍ 島 式 相対式 相対式 島 式 島 式 相対式 島 式 島 式 島式２層 島 式 島 式 島 式 島 式 島  式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 

有 効 長 ｍ
号線
号線

最 大 幅 員 ｍ

深 さ ｍ － －

出 入 口 箇所

エ ス カ レ ー タ ー 箇所

エ レ ベ ー タ ー 基

駅  冷  房  設  備 局 所 局 所 局 所 全 館 局 所 局 所 局 所 全 館 全 館 局 所 全 館 局 所 全 館 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所

出

改

札

設

備

改 札 口 箇所 （ ）

改 札 機 台 （ ）

券 売 機
マルチ 台 （ ）

その他 台 （ ） －

精 算 機 台 （ ）

定期券発行機 台 （ ） － － － － － － － － － － － － － －

換 気 塔 箇所 － －

列車非常停止押しボタン 箇所

（注１） 中洲川端は、Ｂ１がコンコース、Ｂ２が箱崎線ホーム、Ｂ３が空港線ホームとなっている。

（注２） 「延面積」には、出入り口を含まない。

（注３） 「深さ」は、駅中心部の地表からレール面までの深さ。

（注４） 「駅冷房設備」の欄の「全館」とは駅舎全体の冷房であり、「局所」とはホーム階の一部分の冷房である。

（注５） 姪浜駅内出改札設備のうち（ ）内数については、ＪＲ九州が管理・運営している。

設置場所：東側改札口 えきマチ１丁目口

（注６） 券売機 マルチ はＩＣカード、ＩＣ定期、普通きっぷ対応。

（注７） 券売機 その他 は普通きっぷのみ対応。

－ －－ －

（平成 年 月末現在）
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（２） 七隈線

                                                                                                                                                ○印駅はお客様サービスセンター設置駅                                   

（注１） 「延面積」には、出入り口を含まない。

（注２） 「深さ」は、駅中心部の地表からレール面までの深さ。

（注３） 「駅冷房設備」の欄の、「全館」とは駅舎全体の冷房であり、「局所」とはホーム階の一部分の冷房である。

（注４） 福大前駅の「定期券発行機」は、多客時のみに使用。

（注５） 券売機 マルチ はＩＣカード、ＩＣ定期、普通きっぷ対応。

（注６） 券売機 その他 は普通きっぷのみ対応。

（注７） 自動定期券発売機はＩＣカード、ＩＣ定期対応。

項 目

七 隈 線

橋 本 次 郎 丸 賀 茂 野 芥 梅 林 福 大 前 七 隈 金 山 茶 山 ○別 府 六 本 松 桜 坂 薬院大通 薬 院 渡 辺 通 天 神 南

所 在 地
西 区 早 良 区 早 良 区 早 良 区 城 南 区 城 南 区 城 南 区 城 南 区 城 南 区 城 南 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区

橋本２丁目 次郎丸１丁目 賀茂３丁目 野芥２丁目 梅林４丁目 七隈８丁目 七隈４丁目 七隈３丁目 茶山１丁目 別府２丁目 六本松 丁目 桜坂３丁目 薬院４丁目 白金１丁目 渡辺通 丁目 渡辺通 丁目

建 物 構 造 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層

延 面 積 ㎡

ホ

ー

ム

形 式 ｍ 島 対 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式

有 効 長 ｍ

最 大 幅 員 ｍ

深 さ ｍ

出 入 口 箇所

エ ス カ レ ー タ ー 箇所

エ レ ベ ー タ ー 基

駅 冷 房 設 備 全 館 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所 全 館 局 所 局 所 局 所 全 館 局 所 全 館

出

改

札

設

備

改 札 口 箇所

改 札 機 台

券 売 機
マルチ 台

その他 台 － － － － － － － － － － －

精 算 機 台

定期券発行機 台 － － － － － － － － － － － － － －

自動定期券発売機 台 － － － － － － － － － － －

換 気 塔 箇所

列車非常停止押しボタン 箇所

（平成 年 月末現在）

－ － － －
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（２） 七隈線

                                                                                                                                                ○印駅はお客様サービスセンター設置駅                                   

（注１） 「延面積」には、出入り口を含まない。

（注２） 「深さ」は、駅中心部の地表からレール面までの深さ。

（注３） 「駅冷房設備」の欄の、「全館」とは駅舎全体の冷房であり、「局所」とはホーム階の一部分の冷房である。

（注４） 福大前駅の「定期券発行機」は、多客時のみに使用。

（注５） 券売機 マルチ はＩＣカード、ＩＣ定期、普通きっぷ対応。

（注６） 券売機 その他 は普通きっぷのみ対応。

（注７） 自動定期券発売機はＩＣカード、ＩＣ定期対応。

項 目

七 隈 線

橋 本 次 郎 丸 賀 茂 野 芥 梅 林 福 大 前 七 隈 金 山 茶 山 ○別 府 六 本 松 桜 坂 薬院大通 薬 院 渡 辺 通 天 神 南

所 在 地
西 区 早 良 区 早 良 区 早 良 区 城 南 区 城 南 区 城 南 区 城 南 区 城 南 区 城 南 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区 中 央 区

橋本２丁目 次郎丸１丁目 賀茂３丁目 野芥２丁目 梅林４丁目 七隈８丁目 七隈４丁目 七隈３丁目 茶山１丁目 別府２丁目 六本松 丁目 桜坂３丁目 薬院４丁目 白金１丁目 渡辺通 丁目 渡辺通 丁目

建 物 構 造 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層 地下２層

延 面 積 ㎡

ホ

ー

ム

形 式 ｍ 島 対 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式 島 式

有 効 長 ｍ

最 大 幅 員 ｍ

深 さ ｍ

出 入 口 箇所

エ ス カ レ ー タ ー 箇所

エ レ ベ ー タ ー 基

駅 冷 房 設 備 全 館 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所 局 所 全 館 局 所 局 所 局 所 全 館 局 所 全 館

出

改

札

設

備

改 札 口 箇所

改 札 機 台

券 売 機
マルチ 台

その他 台 － － － － － － － － － － －

精 算 機 台

定期券発行機 台 － － － － － － － － － － － － － －

自動定期券発売機 台 － － － － － － － － － － －

換 気 塔 箇所

列車非常停止押しボタン 箇所

（平成 年 月末現在）

－ － － －
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２．バリアフリー対応設備

１ 空港線・箱崎線

① 駅設備

項 目

空 港 線 箱 崎 線

姪 浜 室 見 藤 崎 西 新 唐 人 町 大濠公園 赤 坂 天 神 中洲川端 祇 園 博 多 東 比 恵 福岡空港 呉 服 町
千 代
県 庁 口

馬出九大
病 院 前

箱崎宮前
箱 崎
九 大 前

貝 塚

券

売

機

点 字 案 内 台

車椅子用カウンタ 箇所

金銭投入口が低い 台

音声案内機能付 台

英語表示機能付 台

改

札

機

点 字 案 内 台

音 声 案 内 及 び
英語表示機能付

台

音声案内機能付精算機 台

車 椅 子 用 通 路 箇所

点 字 運 賃 表 箇所

多 機 能 ト イ レ 箇所

エ レ ベ ー タ ー 基

自動列車接近放送装置 台

自 動 列 車 接 近
・行先案内表示装置

箇所

ホ ー ム ド ア

全 駅 設 置誘 導 ブ ロ ッ ク

手 すり点 字案内 板

（注１）姪浜駅出改札設備のうち（ ）内数についてはＪＲ九州の管理（えきマチ１丁目口）
（注２）多機能トイレのうち（ ）内数についてはオストメイト対応の多機能トイレ

② 車両設備 （平成 年 月末現在）

整 備 項 目 整 備 内 容

案内装置設置
車内案内装置 視覚 全編成設置

自動放送装置 聴覚 全編成設置

車 椅 子 ス ペ ー ス ・ 握 り 棒 設 置 全編成設置

車 両 間 転 落 防 止 外 ホ ロ 設 置 筑肥線との相互直通運転のため，全編成設置

車 両 扉 点 字 案 内 全編成設置

（平成 年 月末現在）

－ －－ －
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２．バリアフリー対応設備

１ 空港線・箱崎線

① 駅設備

項 目

空 港 線 箱 崎 線

姪 浜 室 見 藤 崎 西 新 唐 人 町 大濠公園 赤 坂 天 神 中洲川端 祇 園 博 多 東 比 恵 福岡空港 呉 服 町
千 代
県 庁 口

馬出九大
病 院 前

箱崎宮前
箱 崎
九 大 前

貝 塚

券

売

機

点 字 案 内 台

車椅子用カウンタ 箇所

金銭投入口が低い 台

音声案内機能付 台

英語表示機能付 台

改

札

機

点 字 案 内 台

音 声 案 内 及 び
英語表示機能付

台

音声案内機能付精算機 台

車 椅 子 用 通 路 箇所

点 字 運 賃 表 箇所

多 機 能 ト イ レ 箇所

エ レ ベ ー タ ー 基

自動列車接近放送装置 台

自 動 列 車 接 近
・行先案内表示装置

箇所

ホ ー ム ド ア

全 駅 設 置誘 導 ブ ロ ッ ク

手 すり点 字案内 板

（注１）姪浜駅出改札設備のうち（ ）内数についてはＪＲ九州の管理（えきマチ１丁目口）
（注２）多機能トイレのうち（ ）内数についてはオストメイト対応の多機能トイレ

② 車両設備 （平成 年 月末現在）

整 備 項 目 整 備 内 容

案内装置設置
車内案内装置 視覚 全編成設置

自動放送装置 聴覚 全編成設置

車 椅 子 ス ペ ー ス ・ 握 り 棒 設 置 全編成設置

車 両 間 転 落 防 止 外 ホ ロ 設 置 筑肥線との相互直通運転のため，全編成設置

車 両 扉 点 字 案 内 全編成設置

（平成 年 月末現在）

－ －－ －
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（２） 七隈線

① 駅設備

項 目

七 隈 線

橋 本 次 郎 丸 賀 茂 野 芥 梅 林 福 大 前 七 隈 金 山 茶 山 別 府 六 本 松 桜 坂 薬院大通 薬 院 渡 辺 通 天 神 南

券

売

機

点 字 案 内 台

車椅子用カウンタ 箇所

金銭投入口が低い 台

音声案内機能付 台

英語表示機能付 台

改

札

機

点 字 案 内 台

音 声 案 内 及 び
英語表示機能付

台

音声案内機能付精算機 台

車 椅 子 用 通 路 箇所

点 字 運 賃 表 箇所

多 機 能 ト イ レ

（オストメイト対応）
箇所

エ レ ベ ー タ ー 基

自動列車接近放送装置 台

自 動 列 車 接 近
・行先案内表示装置

箇所

ホ ー ム ド ア

全 駅 設 置誘 導 ブ ロ ッ ク

手すり点字案内板

※ 七隈線の券売機、改札機及び精算機は、バリアフリー対応として全駅全数設置。

② 車両設備 （平成 年 月末現在）

整 備 項 目 整 備 内 容

案内装置設置
車内案内装置 視覚 全編成設置

自動放送装置 聴覚 全編成設置

車 椅 子 ス ペ ー ス ・ 握 り 棒 設 置 全編成設置

車 両 間 転 落 防 止 外 ホ ロ 設 置 ホームドア設置のため不要

車 両 扉 点 字 案 内 全編成設置

（平成 年 月末現在）

－ －－ －
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（２） 七隈線

① 駅設備

項 目

七 隈 線

橋 本 次 郎 丸 賀 茂 野 芥 梅 林 福 大 前 七 隈 金 山 茶 山 別 府 六 本 松 桜 坂 薬院大通 薬 院 渡 辺 通 天 神 南

券

売

機

点 字 案 内 台

車椅子用カウンタ 箇所

金銭投入口が低い 台

音声案内機能付 台

英語表示機能付 台

改

札

機

点 字 案 内 台

音 声 案 内 及 び
英語表示機能付

台

音声案内機能付精算機 台

車 椅 子 用 通 路 箇所

点 字 運 賃 表 箇所

多 機 能 ト イ レ

（オストメイト対応）
箇所

エ レ ベ ー タ ー 基

自動列車接近放送装置 台

自 動 列 車 接 近
・行先案内表示装置

箇所

ホ ー ム ド ア

全 駅 設 置誘 導 ブ ロ ッ ク

手すり点字案内板

※ 七隈線の券売機、改札機及び精算機は、バリアフリー対応として全駅全数設置。

② 車両設備 （平成 年 月末現在）

整 備 項 目 整 備 内 容

案内装置設置
車内案内装置 視覚 全編成設置

自動放送装置 聴覚 全編成設置

車 椅 子 ス ペ ー ス ・ 握 り 棒 設 置 全編成設置

車 両 間 転 落 防 止 外 ホ ロ 設 置 ホームドア設置のため不要

車 両 扉 点 字 案 内 全編成設置

（平成 年 月末現在）

－ －－ －
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（平成 年 月末現在）

（平成 年 月末現在）

３．駐輪場及び駐車場設備

（１） 空港線・箱崎線

①駐輪場 （自転車・原動機付自転車）

駐

輪

場

（設
置
駅
数

十
九
駅
）

駅 名 称 収 容 台 数 使用料金の有無 管 理 者

姪 浜 姪浜駅高架下東 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

姪浜駅高架下西 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

室 見 室 見 駅 前 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

室 見 駅 南 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

藤 崎 藤 崎 駅 第 １ 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

藤 崎 駅 第 ２ 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

西 新 西 新 路 上 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

西 新 駅 西 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

西 新 駅 南 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

西 新 駅 東 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

西 新 駅 北 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

西 新 駅 中 央 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

唐 人 町 唐 人 町 駅 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

唐 人 町 路 上 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

大 濠 公 園 大濠公園駅路上 － 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

赤 坂 赤 坂 駅 路 上 － 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

天 神 天 神 有 料 西 鉄 ビ ル マ ネ － ジ メ ン ト 株

天 神 路 上 ， 〃 西 鉄 ビ ル マ ネ － ジ メ ン ト 株

き ら め き 通 り 〃 （ 株 ） サ ン ・ ラ イ フ

天 神 中 央 公 園 〃 西 鉄 ビ ル マ ネ － ジ メ ン ト 株

中 洲 川 端 川 端 有 料 博 多 リ バ レ イ ン 管 理 株

清 流 公 園 〃 博 多 リ バ レ イ ン 管 理 株

中 島 公 園 〃 博 多 リ バ レ イ ン 管 理 株

冷 泉 公 園 〃 博 多 リ バ レ イ ン 管 理 株

中洲川端駅路上 〃 博 多 リ バ レ イ ン 管 理 株

呉 服 町 呉 服 町 駅 路 上 － 有 料 博 多 リ バ レ イ ン 管 理 株

祇 園 出 来 町 公 園 － 有 料 Ｊ Ｒ 九 州 レ ン タ カ ー ＆ パ ー キ ン グ （ 株 ）

祇 園 駅 路 上 － 〃 Ｊ Ｒ 九 州 レ ン タ カ ー ＆ パ ー キ ン グ （ 株 ）

博 多 博 多 駅 路 上 有 料 Ｊ Ｒ 九 州 レ ン タ カ ー ＆ パ ー キ ン グ （ 株 ）

音 羽 公 園 〃 Ｊ Ｒ 九 州 レ ン タ カ ー ＆ パ ー キ ン グ （ 株 ）

博多駅高架下南 〃 Ｊ Ｒ 九 州 レ ン タ カ ー ＆ パ ー キ ン グ （ 株 ）

博 多 口 地 下 〃 Ｊ Ｒ 九 州 レ ン タ カ ー ＆ パ ー キ ン グ （ 株 ）

明 治 公 園 〃 Ｊ Ｒ 九 州 レ ン タ カ ー ＆ パ ー キ ン グ （ 株 ）

中 比 恵 公 園 〃 Ｊ Ｒ 九 州 レ ン タ カ ー ＆ パ ー キ ン グ （ 株 ）

人 参 公 園 〃 Ｊ Ｒ 九 州 レ ン タ カ ー ＆ パ ー キ ン グ （ 株 ）

東 比 恵 東 比 恵 無 料 博 多 区 自 転 車 対 策 ・ 生 活 環 境 課

東 比 恵 駅 北 〃 博 多 区 自 転 車 対 策 ・ 生 活 環 境 課

福 岡 空 港 福 岡 空 港 駅 － 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

千 代 県 庁 口 博 多 区 東 公 園 － 無 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

馬出九大病院前 馬出九大病院前 － 無 料 東 区 維 持 管 理 課

箱 崎 宮 前 箱 崎 宮 前 駅 北 無 料 東 区 維 持 管 理 課

箱 崎 宮 前 駅 南 〃 東 区 維 持 管 理 課

箱崎九大前 箱 崎 九 大 前 駅 － 無 料 東 区 維 持 管 理 課

貝 塚 貝 塚 駅 東 無 料 東 区 維 持 管 理 課

貝 塚 駅 西 〃 東 区 維 持 管 理 課

貝 塚 駅 前 〃 東 区 維 持 管 理 課

空港線，箱崎線 計 ヶ所 −

※ 市の管理によるもの以外は、指定管理者による管理。

②駐車場

駐

車

場

駅 名 称 収 容 台 数 敷地面積㎡ 使用料金の有無 管 理 者

姪 浜 姪 浜 駅 乗 継 駐 車 場 有 料 九 州 旅 客 鉄 道 株

姪浜第 １パーキン グ 〃 日 本 パ ー キ ン グ 株

姪浜第 ２パーキン グ 〃 日 本 パ ー キ ン グ 株

姪浜第 ３パーキン グ 〃 九州ﾚﾝﾀｶｰ ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ㈱

計 － －

箱崎九大前 箱崎九大前駅乗継駐車場 有 料 福岡市交通事業振興会

東区箱崎２丁目パーキング 〃 日 本 パ ー キ ン グ 株

計 － －

空港線，箱崎線 計 ヶ所 −

— 40 —



（平成 年 月末現在）

（平成 年 月末現在）

（平成 年 月末現在）

（２） 七隈線

①駐輪場 （自転車・原動機付自転車）

駐

輪

場

（設
置
駅
数

十
六
駅
）

駅 名 称 収 容 台 数 使用料金の有無 管 理 者

橋 本 橋 本 駅 － 無 料 西 区 管 理 調 整 課

次 郎 丸 次 郎 丸 駅 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

次 郎 丸 駅 路 上 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

賀 茂 賀 茂 駅 南 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

賀 茂 駅 北 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

野 芥 野 芥 駅 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

野 芥 駅 路 上 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

梅 林 梅 林 駅 － 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

福 大 前 福 大 前 駅 － 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

七 隈 七 隈 駅 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

七 隈 駅 路 上 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

金 山 金 山 駅 － 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

茶 山 茶 山 駅 東 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

茶 山 駅 西 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

別 府 別 府 駅 － 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

六 本 松 六 本 松 駅 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

六 本 松 駅 路 上 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

桜 坂 桜 坂 駅 － 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

薬 院 大 通 薬 院 大 通 駅 － 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

薬 院 薬 院 駅 南 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

薬 院 駅 北 〃 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

渡 辺 通 渡 辺 通 駅 路 上 － 有 料 福 岡 市 ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ 人 材 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

天 神 南 天 神 南 駅 － 有 料 西 鉄 ビ ル マ ネ － ジ メ ン ト 株

七隈線 計 ヶ所 － −

※ 市の管理によるもの以外は、指定管理者による管理。

②駐車場

駐

車

場

駅 名 称 収 容 台 数 敷地面積㎡ 使用料金の有無 管 理 者

橋 本 橋本駅第１パーキング 有 料 日 本 パ ー キ ン グ 株

六 本 松
六 本 松 商 店 連 合 会

第 ２ 駐 車 場
有 料 六 本 松 商 店 連 合 会

薬 院 大 通 エフ・パーク薬院大通り 有 料 （株）エフ・パーキング・システムズ

七隈線 計 ヶ所 −

（３） 全線

区 分 収 容 台 数

駐 輪 場 （ ヶ所

駐 車 場 （ ヶ所
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第８ 線路設備及び土木構造物

１．線路設備

線 路 名

項 目

種 別

延 長
（ ｍ ）

本 数
（ 丁 ）

比 率

延 長
（ ｍ ）

比 率

1,854ｍ

 レ    ー     ル

マ
ク
ラ
ギ

 起    終    点

30‰
ｉ>25０＜i≦10 ０≦i＜10０＜i≦10 １０＜i≦２５ｉ>25ｉ＝０ ｉ＝０

 営  業  キ  ロ

１０≦i＜２５

道

床

種別

 駅           数

 最小曲線半径

 最  急  勾  配

 カ ン ト（最大）

 スラック（最大）

 軌道保守延長
（単線ｍ）

最長のﾛﾝｸﾞﾚｰﾙ

ﾛﾝｸﾞﾚｰﾙの比率
（200ｍ以上／本）

１０＜i≦２５

 曲  線  比  率

 軌           間

13駅
27Ｋ829Ｍ

 勾  配  比  率

30‰

4.7キロ

R＞600 R＞600250≦R<600

13.1キロ
姪浜～福岡空港

1,435ｍｍ
150ｍｍ

1,067ｍｍ1,067ｍｍ
105ｍｍ 100ｍｍ

177.349ｍ 176.848ｍ
250≦R<600

100.000ｍ
250≦R<600 R＞600

ｉ＝０ ｉ>25

40‰

50ｋｇN 50ｋｇN 50ｋｇN50ｋｇN
ｽﾗﾌﾞ合成 木 合成 木合成合成 木 ｽﾗﾌﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ
砕　　石砕　　石

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
（ｽﾗﾌﾞ含む） （ｽﾗﾌﾞ含む）

20ｍｍ 10ｍｍ

七隈線

12.0キロ
橋本～天神南

合　計

うち交差渡り線
1,534ｍ

うち交差渡り線

（ｽﾗﾌﾞ含む）

ｽﾗﾌﾞ

29.8キロ
中洲川端～貝塚

11Ｋ538Ｍ 64Ｋ742Ｍ

7駅（中洲川端含む） 35駅
25Ｋ375Ｍ

16駅

空港線 箱崎線

20ｍｍ

砕　　石

うち交差渡り線 うち交差渡り線

木 ｽﾗﾌﾞ

砕　　石ｺﾝｸﾘｰﾄ

全曲線 50.7％

ｉ＝０ ０＜i≦10 １０＜i≦２５ ｉ>25

6,337ｍ

250≦R<600 R＞600

全曲線 52.8％ 全曲線 52.8％ 全曲線 47.6％

２．土木構造物

線 路 名

項 目

函 型
複 線 型

山 岳
ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ

ｼ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ

型

橋梁・高架

地 上

合 計

（　3.6％） （　6.5％）

（11.2％） （　5.1％）

（　2.6％）

（100.0％）

（14.0％）

（16.3％）

（　1.1％）

合　計

32.8キロ

（60.9％）

5.2キロ 12.7キロ

土
木
構
造
種
別

複
線
ｍ

（55.9％）

（100.0％）

空港線 箱崎線 七隈線

（100.0％） （100.0％）

（22.8％）

（　0.8％） （　4.6％）

（16.5％）

（88.9％） （55.2％）

（12.0％） （22.0％）

建  設  キ  ロ 14.9キロ
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第９ 車両及び車両基地

１．車両
（１） 車両諸元
① 系 （第 編成～第 編成）

形 式

車 種 Ｔ １ １ ２ ２ Ｔ

定員 座席定員 （人）

自 重 （ ｔ ） ※ ／ ※ ／

最 大 長 さ（㎜）

車 体 長 さ（㎜）

最 大 幅（㎜）

車 体 幅（㎜）

最 大 高 さ（㎜）

屋 根 高 さ（㎜）

床 面 高 さ（㎜）

１両当り片側ドア数

車 体 構 造 ステンレス、溶接組立構造

台 車 構 造 空気ばね車体直結式 円筒案内式軸箱支持

駆 動 方 式 中実軸平行カルダン方式、歯車継手、歯車比 ： ＝

軌 間 （㎜）

電 気 方 式 直流 Ｖ 架空単線式

最 高 速 度（㎞／ ）

加 速 度（㎞ ｓ） （最大）

減 速 度（㎞ ｓ （常用） （非常）

主 電 動 機 容 量 － × × × × －

主 電 動 機 自己通風式三相かご形誘導電動機

制 御 装 置 － インバータ制御 Ｃ Ｍ× 群× ユニット －

ブ レ ー キ 方 式 回生ブレーキ併用電気演算形電気指令式直通ブレーキ 遅れ込め制御 ､保安ブレーキ

基 礎 ブ レ ー キ 装 置 ディスクブレーキ 車輪踏面片押ブレーキ ディスクブレーキ

空 気 圧 縮 機
－ － ℓ － ℓ －

三相誘導電動機駆動水平対向単動往復式二段圧縮

補 助 電 源 装 置 容 量
－ － － －

ブラシレス三相同期機、負荷転流形三相ブリッジインバータ

保 安 装 置 ＡＴＣ，ＡＴＯ，ＩＲ，ＡＴＳ－ＳＫ，ＥＢ

通 信 装 置 誘導無線式同時送受話方式発報信号付

冷 房 装 置 低騒音分散自動温調扇風機付 ｋ （ ）× 両

運 転 方 式 自 動 運 転 （ＡＴＯ）

保 有 車 両 数 両

１次車の営業開始年 年 （昭和 年）

※ Ｍ 、Ｍ の自重は第 ～ 編成が 、第 ～ 編成が ｔ。
※ 定員は、標記旅客定員で 人。
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② 系 （第 編成～第 編成）

形 式

車 種 Ｔ １ １ ２ ２ Ｔ

定員 座席定員 （人）

自 重 （ ｔ ）

最 大 長 さ（㎜）

車 体 長 さ（㎜）

最 大 幅（㎜）

車 体 幅（㎜）

最 大 高 さ（㎜）

屋 根 高 さ（㎜）

床 面 高 さ（㎜）

１両当り片側ドア数

車 体 構 造 オールステンレス

台 車 構 造 ボルスタレス空気ばね車体支持、片板ばね式軸箱支持

駆 動 方 式 中実軸平行カルダン方式、歯車継手、歯車比 ： ＝

軌 間 （㎜）

電 気 方 式 直流 Ｖ 架空単線式

最 高 速 度（㎞／ ）

加 速 度（㎞ ｓ （最大）

減 速 度（㎞ ｓ （常用） （非常）

主 電 動 機 容 量 － × × × × －

主 電 動 機 自己通風式三相かご形誘導電動機

制 御 装 置 － ＶＶＶＦインバータ制御 （ Ｃ Ｍ× ユニット）※ －

ブ レ ー キ 方 式 回生ブレーキ併用電気演算形電気指令式直通ブレーキ 遅れ込め制御 ､保安ブレーキ

基 礎 ブ レ ー キ 装 置 片押式ユニットブレーキ （自動すきま調節機能、増粘着機能付）

空 気 圧 縮 機
－ － ℓ － ℓ －

三相誘導電動機駆動直列３気筒単動往復式二段圧縮

補 助 電 源 装 置 容 量
方 式 ・ 形 式

－ － － －

静止形インバータ、昇降圧チョッパー方式 （ コンバータ 相 インバータ

保 安 装 置 ＡＴＣ，ＡＴＯ，ＩＲ，ＡＴＳ－ＳＫ，ＥＢ，ﾃﾞｯﾄﾞﾏﾝ

通 信 装 置 誘導無線式同時送受話方式発報信号付

冷 房 装 置 除湿機能付マイコン制御インバータ方式 ｋ （ ）× 両

車 両 監 視 情 報 装 置

伝 送 速 度 ： 車両間 ， ～ 車両内

伝送制御方式 ： ポーリング・セレクティング方式

表 示 方 式 ： カラーＬＣＤ（タッチパネル式）

記 録 装 置 ： 非接触ＩＣカード（故障表示・運転台操作履歴・試運転記録）

カード（運転状況記録）

運 転 方 式 自 動 運 転 （ＡＴＯ）

保 有 車 両 数 両

１次車の営業開始年 年 （平成 年）

※ 第 編成は１Ｃ４Ｍ× 群× ユニット。
※ 定員は、標記旅客定員で 人。
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③ 系 （第 編成～第 編成）

形 式

車 種 Ｍ１ １ ３ ３

定員 座席定員 （人）

自 重 （ ｔ ）

最 大 長 さ（㎜）

車 体 長 さ（㎜）

車 体 幅 （ ㎜ ）

最 大 高 さ（㎜）

屋 根 高 さ（㎜）

床 面 高 さ（㎜）

１両当り片側ドア数

車 体 構 造 アルミダブルスキン

台 車 構 造 リニアモータ駆動自己操舵空気ばね式

軌 間 （ ㎜ ）

電 気 方 式 直流 Ｖ 架空単線式

最 高 速 度（㎞／ ）

加 速 度（㎞ ｓ （平均）

減 速 度（㎞ ｓ （常用） （非常）

主 電 動 機 容 量 相当× 相当× 相当× 相当×

主 電 動 機 車上１次片側式リニアインダクションモータ

制 御 装 置 ＶＶＶＦインバータ制御 （ Ｃ Ｍ× 群× ユニット）

ブ レ ー キ 方 式 電空併用電気指令式電磁直通空気ブレーキ 応荷重付

基 礎 ブ レ ー キ 装 置 ディスクブレーキ

空 気 圧 縮 機
ℓ － － ℓ

三相誘導電動機駆動直列３気筒単動往復式二段圧縮

補 助 電 源 装 置 容 量
方 式 ・ 形 式

－ －

静止形インバータ、各相個別瞬時波形制御方式

保 安 装 置 ＡＴＣ，ＡＴＯ，ＳＲ，ﾃﾞｯﾄﾞﾏﾝ

通 信 装 置 空間波無線方式

冷 房 装 置 天井セミ集中式 ｋ （ ）× 両

車 両 情 報 制 御 装 置

伝 送 速 度 ： 車両間 ， ～ 車両内

伝送制御方式 ： サイクリック 車両間 ，ポーリング・セレクティング方式 車両内

表 示 方 式 ： カラーＬＣＤ（タッチパネル式）

記 録 装 置 ： 非接触ＩＣカード（故障表示・運転台操作履歴・試運転記録）

運 転 方 式 自 動 運 転 （ＡＴＯ：自動閉扉・自動出発）

保 有 車 両 数 両

１次車の営業開始年 年 （平成 年）

※ 定員は、標記旅客定員で 人。
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（２） 列車編成図

① 系及び 系

姪
浜
寄

Ｔｃ

１号車

○○ ○○

Ｍ

２号車

●● ●●

Ｍ

◇ ◇

３号車

●● ●●

Ｍ

４号車

●● ●●

Ｍ

◇ ◇

５号車

●● ●●

Ｔ

６号車

○○ ○○

福
岡
空
港
寄

（注） ● 動軸（駆動用電動機（ＭＭ）付き）○ 従軸（ＭＭなし） ◇ パンタグラフ（下枠交叉形）

② 系

橋
本
寄

Ｍ ｃ

１号車

Ｍ

２号車

Ｍ

３号車

Ｍ ｃ

４号車

天
神
南
寄

２．車両基地

名 称 福岡市交通局姪浜車両基地 福岡市交通局橋本車両基地

所 在 地 福岡市西区下山門四丁目１番１号 福岡市西区橋本二丁目 番１号

全 敷 地 面 積 ㎡ ㎡

建 築 延 床 面 積

㎡ ㎡

管理棟 ㎡

工場棟 ㎡

検車庫 ㎡

教材室 ㎡

その他 ㎡

管理棟 ㎡

工場棟 ㎡

その他 ㎡

３．検修作業の概要

種 別
車両検査編成数

説 明
姪浜車両工場 橋本車両工場

列 車 検 査
～ 編成 日

～ 両 日

～ 編成 日

～ 両 日

日を超えない期間ごとに車両の主要部分について

行う検査。

３ 月 検 査
～ 編成 月

～ 両 月

～ 編成 月

～ 両 月

３月を超えない期間ごとに、車両の状態及び機能に

ついて行う検査。

重 要 部 検 査

及 び

全 般 検 査

６編成 年

両 年

４～５編成 年

～ 両 年

重要部検査

４年を超えない期間ごとに、車両の動力発生装置、

走行装置、ブレーキ装置、その他の重要な装置の

主要部分について行う検査。

全般検査

８年を超えない期間ごとに、車両の主要部分を取り

はずして、全般について行う検査。

臨 時 検 査 － －

車両を製作又は購入したとき、使用を休止した後使

用を開始するとき、衝突脱線、その他の重大な事故

が生じたとき、重要な改造又は修繕をしたとき、その

他必要があるときに行う検査。

（注）

リニアモータ

（駆動用電動機）

パンタグラフ

（シングルアーム形）
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第 電 気 設 備

１．電力設備一覧表

設 備 項 目 単 位

数 量

空港線
箱崎線 七隈線

送電 連絡送電線及び受電線

送電線

㎞
㎜ ㎜

受電線
㎜

変

電

電 力 指 令 室 箇 所

変 電 所 箇 所

シ リ コ ン 整 流 器

ｋＷ 台

ｋＷ 台

回生電力吸収装置

ｋＷ
（サイリスタインバータ方式）

台ｋＷ
（サイリスタインバータ方式）

ｋＷ
（抵抗方式）

付 帯 用 変 圧 器

ｋＶＡ 台

ｋＶＡ 台

ｋＶＡ 台

非常用電源装置

非常用発電機
台

常用兼用非常用大型蓄電池 台

電

路

電 気 室
室 数
変 圧 器

室
台

高 圧 配 電 線 ㎞
×

㎜
･ ㎜ ･ ㎜

×
㎜

電 車 線

剛 体 式 ㎞

シンプルカテナリ式 ㎞
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受配電系統図
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２．信号設備一覧表 （平成 年３月末現在）

設 備 項 目 線 別 設 備 内 容 単 位 数 量 記 事

継 電 連 動 機
空港線・箱崎線

第 １ 種 電 気 継 電 組
七隈線

電 子 連 動 機 七隈線 第 １ 種 電 子 組 橋本車両基地

電 気 転 て つ 機

空港線・箱崎線

Ｎ Ｓ 型（ロック狂付）

台

本線及び姪浜車両基地

耐 水 型（ロック狂付） 博多駅の一部

う す 型（ロック狂無） 福岡空港駅

七隈線
Ｎ Ｓ 型（ロック狂無） 橋本車両基地

耐 水 型（ロック狂無） 橋本，茶山，天神南

自動列車制御装置
（ＡＴＣ）

空港線・箱崎線
搬 送 波 ｋ
制御情報 ， ， ， ，

，０ ，Ｓ，Ｘ，Ｄ

式

無絶縁軌道回路

有絶縁軌道回路

七隈線

搬 送 波 主 ｋ
（予告時 ｋ ）
副 ｋ

制御情報 ， ， ， ，
， ， ， ，
， ， ， ，
Ｐ ， Ｐ ，Ｘ

無絶縁軌道回路

有絶縁軌道回路

列車集中制御装置
（ＣＴＣ）

空港線・箱崎線
１：Ｎ 駅

七隈線

自動列車運転装置
（ＡＴＯ）

空港線・箱崎線
地 上 子 個

七隈線

ホ ー ム ド ア 制 御 用 情 報
伝 送 装 置

空港線・箱崎線 有 電 源 地 上 子
ﾎｰﾑ

七隈線 Ａ ＴＯ 地上子による

３．通信設備一覧表 （平成 年３月末現在）

設 備 項 目 設備内容 単位 数量

電 話 機

指 令 台

業 務 用 台

沿 線 台

誘導無線式

（空港・箱崎線）

音 声 ２

発 報 １
基地局 局

データ ２ 基地局 局

列 車 無 線

空間波無線式

（七隈線）

通 話 ２

非 常 １

データ ２

保 守 １

基地局 局

Ｉ Ｔ Ｖ

モニタ

ホ ー ム 階 カラー 台

駅 務 室 カラー 台

運 輸 指 令 カラー 台

カメラ

ホ ー ム 階 カラー 台

コ ン コ ー ス カラー 台

軌 道 監 視 用 カラー 台
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４．トータルシステム図

（ ） 空港線・箱崎線
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（ ） 七隈線
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１．収受方法別実績 （平成 年度） 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ 「お客様の声カード」とは、駅構内に設置している 「お客様の声ボックス」 にご意見を記入した用紙を投函していただくもの。 

設置駅 ： 姪浜駅、西新駅、天神駅、博多駅、貝塚駅、橋本駅、茶山駅、天神南駅 

 
 
２．内容別実績 （平成 年度） ※１回のご意見で複数の内容の場合あり 
 

 
 
３．お客様の声を反映した乗客サービス向上のための主な取組（過去５年間） 

Ｈ 月 平成 年度から全駅及びテレホンセンターで実施している、英語・韓国語・中国語の電話通訳

による通訳サービス「外国語サポートサービス」を全てのお客様サービスセンターへ拡大

Ｈ 月 ダイヤ改正を行い、博多駅 時台の筑前前原方面の直通運転列車を 本から 本

とするとともに、 時～ 時台の筑前前原方面行き列車の運転間隔を改善

Ｈ 月

Ｈ 月

Ｈ 月

公衆無線ＬＡＮ整備全線完了

地下鉄沿線の大学・高等学校による「乗車マナー向上協力宣言」の宣誓

（ポスター・駅構内放送による乗車マナー向上の呼びかけを実施）

妊産婦の方へ配慮を呼びかけるため、車内優先席にマタニティマークを表示

Ｈ 月

Ｈ 月

車内床面に「車いす、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ等の優先スペース」を表示

平成 年度からエスカレーターの安全利用を呼びかける床面等表示を開始、平成 年

度に空港線・箱崎線の全駅への設置を完了

Ｈ 月 駅構内や電車内に「歩きスマホ禁止」のポスターを掲示し、マナーの向上を呼びかけ

第 お 客 様 の 声 

受付方法 件数 割合

電 子 メ ー ル

面 談

電 話

手 紙

お客様の声カード

Ｆ Ａ Ｘ

そ の 他

計

内容 件数 割合 主な内容

乗 客 案 内 案内表示、案内放送、ホームページの改善など

駅 施 設 等 バリアフリー、駅務機器、エレベーター、トイレなど

乗 車 マ ナ ー 携帯電話の使用、優先席占有など

などなど職 員 等 の 応 対 職員・委託職員の応対など

運 賃 ・ 乗 車 券 等 ＩＣ乗車券、販売制度、運賃など

車 両 車両の設備、空調など

運 転 ・ ダ イ ヤ ダイヤの改善、安全対策、運転技術など

将 来 計 画 延伸計画・将来構想など

乗換え・駅周辺整備 地下鉄乗換え、他交通との結節、駅周辺設備など

設備（電気・機械） 電気・機械設備全般についてなど

そ の 他 ―

計
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第 経 緯

年 月 日 概 要

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

運輸大臣が、「都市交通審議会」に諮問（第８号）

｢都市交通審議会」内に、北部九州部会を設置

｢都市交通審議会」は、運輸大臣に答申（第 号）

福岡市議会に、「都市交通対策特別委員会」を設置

｢福岡都市圏交通対策協議会」を設置

｢都市交通対策特別委員会」の中間報告

（１．計画路線 ２．機種 ３．開業時期等）

｢都市交通対策特別委員会」で決定

（１．経営建設主体 ２．緊急に建設すべき路線）

福岡市議会において、福岡市が高速鉄道を建設し、経営する決議を得る

（１号線 姪浜～博多間 ㎞、２号線 中洲川端～貝塚間 ㎞）

運輸大臣に地方鉄道事業免許を申請（昭和 ． 免許）

（１号線 姪浜～博多間 ㎞、２号線 中洲川端～貝塚間 ㎞）

｢福岡都市圏交通対策協議会」で決定

（１ 路線 ２ 緊急整備区間 ３ 方式 ４ 経営（建設）主体 ５ 交通対策）

建設大臣に道路への敷設許可申請（ 許可）

（１号線 室見～博多間、２号線 中洲川端～箱崎九大前間）

運輸大臣に第１次分割工事施行認可申請（ 認可）

（土木関係 １号線 室見～祇園間、２号線 中洲川端～呉服町間）

１号線（姪浜～博多間）、２号線（中洲川端～貝塚間）都市計画決定

建設大臣に工事施行認可申請（ 認可）

（１号線 室見～祇園間、２号線 中洲川端～呉服町間）

運輸大臣に第２次分割工事施行認可申請（ 認可）

（電気関係）

西鉄路面電車福岡市内線（貫線、呉服町線、城南線）廃止

高速鉄道起工式

筑肥線と１号線との「列車の相互直通運転に関する基本協定」を国鉄と締結

運輸大臣に工事施行認可申請（ 認可）

（１号線 姪浜～室見間、祇園～博多間、２号線 呉服町～貝塚間）

— 53 —



 

 

年 月 日 概 要

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

～

昭和 （ ）

昭和 （ ）

建設大臣に工事施行認可申請（ 認可）

（１号線 祇園～博多間、２号線 呉服町～箱崎九大前間）

都市交通対策特別委員会に事業費変更（ 億円に）を報告

建設大臣に道路への敷設許可申請（ 許可）

（２号線 千代県庁口～馬出九大病院前間、当初許可後に道路区域決定のため）

中央区役所・高速鉄道建設局合同庁舎起工式

建設大臣に工事施行認可申請（ 認可）

（２号線 千代県庁口～馬出九大病院前間）

都市交通対策特別委員会に事業費変更（ 億円に）報告

西鉄路面電車福岡市内線（循環線、貝塚線）廃止

藤崎トンネル（飛石工区・室見～藤崎間 ｍ）貫通式

室見トンネル（愛宕下工区・愛宕下～室見間 ｍ）貫通式

１号線（姪浜～博多）駅名決定

那珂川工区隧道貫通式

車両第１編成（６両）を車両基地に搬入

姪浜変電所通電開始式

トンネル銘板｢地下鉄隧道」除幕式、室見～天神間軌道締結式

中央区役所・高速鉄道建設局合同庁舎竣工式

中央制御所火入式

第１編成車両トンネル内に入線

室見～天神間試運転開始式

建設大臣に室見～天神間運輸開始承認申請（ 承認）

運輸大臣及び福岡陸運局長に地方鉄道業の旅客運賃及び運輸に関する料金制定認可

申請（ 認可）

陸運局長に室見～天神間運輸開始認可申請（ 認可）

西大橋復元開通式

１号線（室見～天神）開業

試運転開始（室見～呉服町間）

１人乗務（ワンマン）運転の試行（～ ）

（１日４往復、空車列車）

都市交通対策特別委員会に事業費の変更（ 億円に）を報告

２号線（呉服町）駅名決定

— 54 —



 

年 月 日 概 要

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

昭和 （ ）

１人乗務（ワンマン）運転の試行（～ ）

（１日４往復、営業列車）

１号線（天神～中洲川端）、２号線（中洲川端～呉服町）開業

１人乗務（ワンマン）運転の試行（～ ）

（全営業列車）

系車両「ローレル賞」受賞

中洲川端～博多（仮）間試運転開始

車両基地～室見間試運転開始

１号線（姪浜～室見、中洲川端～博多（仮））開業、国鉄筑肥線と相互直通

運転開始（相互直通区間 筑前前原～博多）

１人乗務（ワンマン）運転の試行（～ ）

（国鉄列車を除く全営業列車）

２号線（呉服町を除く）駅名決定

呉服町～馬出九大病院前間試運転開始

１人乗務（ワンマン）運転の実施

（国鉄列車を除く全営業列車）

第３委員会に建設工程の変更（貝塚までの開業時期の延長）及び事業費変更

（ 億円）を報告

２号線（呉服町～馬出九大病院前）開業

建設大臣に道路への敷設許可申請（ ． 許可）

（１号線 姪浜～室見間、当初許可後に道路区域決定のため）

トンネル銘板｢十方無礙
ジッポウ ム ゲ

」除幕式

｢都市交通対策特別委員会」は１号線博多～福岡空港間のルートは百年橋通

りルートとすることで意見の集約をみた旨を報告

１号線（博多（仮）～博多）開業

第一回運賃改定（初乗 円）

２号線（馬出九大病院前～箱崎九大前）開業

福岡市議会において、福岡市が高速鉄道を建設し、経営する議決を得る。

（１号線 博多～福岡空港間 建設キロ ㎞、営業キロ ㎞）

１号線 博多～福岡空港間建設について､福岡都市圏交通対策協議会において決定

運輸大臣に地方鉄道事業免許を申請（ 免許）

（１号線 博多～福岡空港間 ㎞）
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年 月 日 概 要

昭和 （ ）

〃

昭和 （ ）

昭和 （ ）

平成元（ ）

〃

平成３（ ）

平成４（ ）

平成５（ ）

運輸大臣に第１次分割工事施行認可申請（ 認可）

（土木関係 １号線 博多～福岡空港間）

２号線（箱崎九大前～貝塚）開業、西鉄宮地岳線と接続

（昭和 免許取得区間について全線開業）

西鉄宮地岳線との連絡定期券導入

１号線（博多～福岡空港間）都市計画決定

運輸大臣に第２次分割工事施行認可申請（ 認可）

（電気関係 １号線 博多～福岡空港間）

建設大臣に道路への敷設許可申請（ 許可）

（１号線 博多～福岡空港間）

１号線（博多～福岡空港間）建設着工

建設大臣に工事施行認可申請（ 認可）

（１号線 博多～福岡空港間）

１号線（博多～福岡空港間）都市計画事業認可

１号線（博多～福岡空港間）建設全面着工

第二回運賃改定（初乗 円）

西鉄宮地岳線との乗継割引開始

九州地方交通審議会答申（第４号）

｢都市交通対策特別委員会」の調査報告

（１．３号線放射型ルート ２．車両基地）

榎田東工区・空港工区トンネル貫通式

１号線（東比恵～福岡空港）駅名決定

路線愛称決定空港線 １号線）、箱崎線（２号線）･･･平成５年３月より使用）

｢都市交通対策特別委員会｣の中間報告

（１．３号線都心部ルート ２．構造形式 ３．優先整備区間）

｢福岡都市圏交通対策協議会」

（３号線ルート及び構造形式について了承）

系車両第１編成車両基地搬入

第三回運賃改定（初乗 円）

｢都市交通対策特別委員会」の中間報告

（３号線の建設・経営主体）

市長が福岡市議会に対し、都市高速鉄道３号線については、市営地下鉄としての

早期事業化をめざし、さらに具体的な取り組みを進めていくことを表明

空港線（博多～福岡空港）開業
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年 月 日 概 要

平成５（ ）

平成６（ ）

平成７（ ）

〃

平成８（ ）

〃

平成９（ ）

｢福岡市高速鉄道３号線計画推進本部」設置

｢都市交通対策特別委員会｣の中間報告

（３号線のシステムについて）

｢福岡市地下鉄３号線整備促進期成会」設立

｢都市交通対策特別委員会」の調査報告

（３号線の橋本～天神の駅及び車両基地の位置）

｢福岡都市圏交通対策協議会」

（３号線のシステム、建設・経営主体、建設計画等について了承）

ダイヤ改正実施

運輸大臣に鉄道事業免許を申請（ 免許）

（３号線 橋本～天神間 ㎞）

カードシステムの導入（えふカード）

運輸大臣に第１次分割工事施行認可申請（ 認可）

（土木関係 ３号線 橋本～天神間）

運輸大臣に特別の構造許可申請（ 許可）

（電車線高さ ３号線 橋本～天神間）

建設大臣に道路への敷設許可申請（ 許可）

（３号線 橋本～天神間）

運輸大臣に第２次分割工事施行認可申請 認可

（電気関係 ３号線 橋本～天神間）

建設大臣に工事施行承認申請（ 承認）

地下鉄マスコット「ちかまる」誕生

３号線（橋本～天神間）都市計画決定

ＪＲ九州において、筑肥線複線化着工

３号線工事契約・着工

博多駅中央口供用開始

３号線起工式

福岡都市交通問題協議会において、箱崎線と宮地岳線の相互直通運転に関して

実現化に向けた検討を行うことで西鉄と合意

第四回運賃改定（初乗 円）

１日乗車券発売開始
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年 月 日 概 要

平成 （ ）

平成 （ ）

平成 （ ）

平成 （ ）

〃

〃

〃

平成 （ ）

〃

〃

〃

ダイヤ改正実施

Ｎ系更新車両 第 編成竣工（主回路のみ先行改造）

ＪＲ九州において、姪浜駅東口供用開始

３号線（橋本～天神間）都市計画事業認可

箱崎九大前駅エレベーター供用開始

中洲川端駅改造工事完了（川端口改札改良、博多リバレイン接続等）

天神駅改造工事完了（エスカレーター増設、エレベーター移設等）

Ｎ系更新車両 第 編成竣工

地下鉄と西鉄大牟田線・バスとの共通カードシステム導入（よかネットカード）

地下鉄ホームページ開設

ダイヤ改正実施

赤坂駅、祇園駅、箱崎宮前駅エレベーター供用開始

（全駅エレベーター設置完了）

ＪＲ九州との連絡運輸区域拡大（定期券）

弱冷房車両運行開始

西新駅エレベーター供用開始エレベーター移設

姪浜駅エレベーター供用開始エレベーター移設

ダイヤ改正実施

地下鉄とＪＲ九州との共通カードシステムの導入（ワイワイカード）

ＪＲ九州との連絡運輸区域拡大定期券

１日乗車券の料金値下げ（ 円→ 円）

姪浜駅前南側広場供用開始

サブフェアシステム（乗車券入出場確認システム）導入

えふカードプレミアムの増加

西鉄宮地岳線との乗継割引の拡大

共通定期乗車券（地下鉄・自転車駐車場）の発売（乗っチャリパス）

特定認定事業者として国土交通大臣による認定

ダイヤ改正実施（営業時間の延長）

空港線相互直通区間を筑前深江まで延長（相互直通区間 筑前深江～福岡空港）

西鉄天神大牟田線との連絡定期券導入

共通定期乗車券（地下鉄・自転車駐車場）の適用拡大

ＪＲ九州との連絡運輸区域拡大（定期券）

プリントカード発売機の導入（マイショットカード）

地下鉄３号線貫通式

３号線（橋本～天神南）駅名決定
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年 月 日 概 要

平成 （ ）

平成 （ ）

平成 （ ）

平成 （ ）

ダイヤ改正実施

テレホンセンターの営業時間を延長

３号線路線愛称決定（七隈線）

全駅の全面禁煙実施

七隈線シンボルマーク及び 系車両デザイン決定

七隈線レール締結式

系車両第一編成搬入

天神駅西側にオストメイト対応の多機能トイレ新設

空港線（姪浜～福岡空港）全駅にホームドア設置完了

福岡ダイエーホークス和田毅投手を地下鉄イメージモデルに起用

ノーマイカーデー１日乗車券（年２回）発売開始

第 編成車両七隈線トンネル内に入線

試運転開始式（橋本～天神南）

箱崎線（呉服町～貝塚）駅業務の一部を委託開始

モバイル版地下鉄ホームページの公開開始

鉄道事業の旅客運賃設定認可申請（ 認可 （５区、６区料金設定））

天神南駅見学会（福岡ダイエーホークス和田毅投手の１日駅長）

七隈線試乗会

トンネル銘板「夢 七隈線」除幕式

七隈線記念モニュメント「夢 七隈線」除幕式

七隈線（橋本～天神南）開業

七隈線（橋本～天神南）駅業務の一部を委託開始

ダイヤ改正実施

系更新車両第 編成竣工（ 系車両更新工事完了）

ノーマイカーデー１日乗車券（月１回）発売拡大

ＪＲ九州との連絡運輸区域拡大（定期券）

ちかまるきっぷ発売開始

系車両 機械工業デザイン賞「経済産業大臣賞」受賞

七隈線トータルデザイン ＳＤＡ賞「経済産業大臣賞」受賞

伊都・キャンパス回数券発売開始

箱崎線（中洲川端～貝塚）全駅にホームドア設置完了（全線完了）

七隈線のバリアフリー化に関しての施設整備及び車両バリアフリー化推進功労者表彰「内

閣府特命担当大臣賞」受賞

地下鉄全線乗り放題定期券（ちかパス）の発売（ 運用開始）

おとなりきっぷ発売開始

福岡市地下鉄開業 周年記念えふカードの発売 （全国地下鉄初の懸賞付き乗車券）
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年 月 日 概 要

平成 （ ）

平成 （ ）

平成 （ ）

．

平成 （ ）

平成 （ ）

空港線８駅（冷房設備の未設置駅）のホーム階に局所冷房（クールルーム）設置完了

系車両「ローレル賞」受賞

伊都・シーサイド回数券発売開始

動力車操縦者養成所（教習所）として国土交通大臣による指定

ダイヤ改正実施

天神駅東口の多機能トイレの改装にあわせて、授乳室を設置

ノーマイカーデー１日乗車券（毎週金曜日）発売拡大

天神駅、博多駅、福岡空港駅等主要駅で、公衆無線ＬＡＮサービス開始

箱崎線６駅のホーム階に局所冷房（クールルーム）設置完了（全線完了）

定期券購入の際のクレジットカード決済サービス開始

七隈線で車内放送広告開始

平成 年春導入予定のＩＣカードの名称を「はやかけん」に決定

エコちかきっぷ（毎月第２土曜日・翌日曜日）発売開始

七隈線「環境デザイン賞」受賞（社団法人 日本騒音制御工学会）

地下鉄モニター制度開始

天神駅と天神南駅間に「のりかえベビーカー」を導入

天神駅と天神南駅に乗換時刻表示器を設置

（サブウェイ ダイエット）プロジェクト開始

空港線・箱崎線で車内放送広告開始

カード「はやかけん」サービス開始

エコちかきっぷ（毎週土・日曜日・祝日）発売拡大

ノーマイカーデー１日乗車券の枚数制限を撤廃

全駅及びテレホンセンターで英語・韓国語・中国語の電話利用による通訳サービス「外国

語サポートサービス」を開始

中洲川端駅業務の一部を委託開始

「はやかけん」を利用したメール配信サービス「みまもりタッチ」モニター開始

地下鉄環境キャラクターの名称を「メコロ」に決定

ＡＮＡとの提携による「ＡＮＡはやかけん」発売開始

「はやかけん」を利用した民間事業者との「パーク＆ライド優待」サービス開始

ＩＣカード「はやかけん」相互利用開始（「ｎｉｍｏｃａ」・「 」・「 」との４者間）

同時に「はやかけん」電子マネーサービス開始

博多口コンコース改良第１期工事完了（博多口エレベーター供用開始）

地下鉄と西鉄天神大牟田線・バスとの共通カード（よかネットカード）発売終了

「定期券うりば」と「テレホンセンター」を再編して「お客様サービスセンター」を設置

福岡市施設（区役所・博物館等）における「はやかけん電子マネー決済」の開始

地下鉄全改札口，各区市民プール，総合図書館等で「みまもりタッチ」サービス開始
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年 月 日 概 要

平成

平成

平成

福大前駅と福大病院新診療棟をつなぐ地下通路供用開始

地下鉄全駅（空港線・箱崎線・七隈線）において、駅ナンバリング（駅番号制）表示

博多駅博多口出入口のデザイン統一化及び駅案内サインの統一化

博多駅博多口コンコース改良第２期工事完了

ダイヤ改正実施

ノーマイカーデー１日乗車券発売終了

地下鉄と 九州との共通カード（ワイワイカード）発売終了

「はやかけん」を利用した 筑肥線～地下鉄線を対象としたポイントサービスを開始

「外国語サポートサービス」を全駅窓口に加え、全てのお客様サービスセンターへ拡大

「みまもりタッチ」サービス有料化開始

福岡市証明サービスコーナーを博多駅に設置

橋本駅の歩行者連絡橋（駅ＥＶを含む）が供用開始

橋本駅に隣接する商業施設の駐車場を利用したパーク＆ライドを開始

地下鉄利用者数 億人達成

ダイヤ改正実施

マイショットカードの発売終了

国土交通大臣に道路への敷設許可を申請（ 許可）

（七隈線 天神南～博多間）

国土交通大臣に鉄道事業許可を申請（ 許可）

（七隈線 天神南～博多間 ㎞）

公衆無線ＬＡＮ整備全線完了

ソフトバンクホークス 本多雄一選手を地下鉄イメージモデルに起用

券売機の４カ国語対応（日・英・中・韓）

国土交通大臣に第１次分割工事施行認可申請（ 認可）

（土木関係 七隈線 天神南～博多間）

えふカード発売終了

「はやかけん」ボーナスポイント改定

カード「はやかけん」交通系 カード全国相互利用開始（ ・ ・ ・

・ ・ （電子マネーを除く）・ ・ ・ との 者間）

馬出九大病院前駅と九大病院をつなぐ地下通路（７番出入口 ２基含む ）が供用開始

七隈線（天神南～博多間）都市計画決定

七隈線（天神南～博多間）環境影響評価書公告

磁気定期券発売終了及び定期券の一括発売制度の廃止

カード「はやかけん」の発行枚数 万枚達成

国土交通大臣に第２次分割工事施行認可申請（ 認可）

（電気関係 七隈線 天神南～博多間）

七隈線（天神南～博多間）工事契約・着工
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年 月 日 概 要

平成

平成

七隈線（天神南～博多間）起工式

ダイヤ改正実施

第五回運賃改定（初乗 円）

空港線（大濠公園，赤坂）駅業務の一部を委託開始

旅客案内システムリニューアル

地下鉄ホームページリニュアール

ちかまるナビ（運行情報提供システム）運用開始

空港線（唐人町）駅業務の一部を委託開始

「外国語サポートサービス」にタイ語を追加し、地下鉄営業時間中対応へ変更
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第 交通対策特別委員会調査報告の概要

１．七隈線（橋本～天神南）免許申請までの経緯の一部抜粋

年 月 日 概 要

平成

調査報告

平成

中間報告

平成

中間報告

平成

中間報告

高速鉄道３号線と西南部の交通体系について

・放射型のルートは「野芥周辺地区」から「七隈」｢別府」｢六本松」｢渡辺通」を経

由し、都心部の「天神｣・｢博多駅」に至る路線が適当であり、車両基地についても

室見川左岸の「橋本、戸切及びその周辺地区」が適当である。また、都心部におけ

る天神からウォーターフロント方面への延伸、構造、事業主体等についても研究す

る必要がある。

・環状型は、南部地域の将来的なまちづくりとあわせて、一層の調査、検討を進める

必要がある。

高速鉄道３号線と西南部の交通体系について

・３号線の放射型ルートにおける天神からウォーターフロント方面に至る都心部ルー

トとしては、渡辺通りから国体道路、土居通りを経由して博多ふ頭に至る博多部経

由ルートが適当である。構造形式は、全線地下構造形式が望ましい。

・今後の事業化に向けた取り組みの中では、西南部と都心間の整備が優先されるべき

である。また、機種、事業主体等について検討していく必要がある。

・南部方面の対応として、環状型についても博多駅地区との結節を考慮しつつ、地域

の将来的なまちづくりとあわせて早急に具体的な調査・検討を進めていく必要があ

る。

高速鉄道３号線と西南部の交通体系について

高速鉄道３号線沿線のまちづくりについて

・３号線の建設・経営主体については市がなるべきである。

・都市整備局と交通局が一体となって３号線の早期事業化に取り組むべきであり、

３号線沿線のまちづくりの調査・検討を踏まえ、国など関係機関等の協力、支援

を得て３号線の早期実現に向け、特段の努力をするとともに機種、駅位置等につ

いて検討する必要がある。

・ 環状型についても、博多駅地区との結節を考慮しつつ、地域の将来的なまちづく

りとあわせて早急に具体的な調査・検討を進めていく必要がある。

高速鉄道３号線と西南部の交通体系について

高速鉄道３号線沿線のまちづくりについて

・３号線のシステムは鉄輪式リニアモーターシステムが望ましい。

・整備優先区間、駅位置等については、３号線導入計画調査、沿線まちづくり調査等

を踏まえ今後検討するとともに、国など関係機関等の協力、支援を得るよう議会と

しても国への要望等を積極的に行う必要がある。

※平成 に都市交通対策特別委員会が交通対策特別委員会へ名称変更

となった。 
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２．七隈線延伸（天神南～博多）の許可申請までの経緯の一部抜粋

年 月 日 概 要

平成

中間報告

平成

中間報告

平成

中間報告

中間報

高速鉄道３号線と沿線のまちづくりに関する調査

・延伸計画については、今後パーソントリップ調査での将来予測などを踏まえつつ、

地下鉄全体の経営状況、本市の財政状況などを勘案した上で、幅広く、総合的な調

査・検討を進めていく必要がある。

高速鉄道３号線と沿線のまちづくりに関する調査

・延伸計画については、パーソントリップなどのデータが揃い需要予測を行う環境が

整ったことなどから、現ルート（天神南～中洲川端～ウォーターフロント及び薬院

～博多駅）に加え、参考ルート（天神南～博多駅）について報告を受けた。

・今後、参考ルートを含め、早急に事業採算性などの検討を行い、厳しい本市の財政

状況、地下鉄全体の経営状況、都心交通のあり方も十分に勘案し、実現可能な都心

部区間の整備のあり方について、引き続き、総合的な調査・検討を積極的に進めて

いく必要がある。

高速鉄道３号線と沿線のまちづくりに関する調査

・都心部区間の検討ルートの中で優先して実現していくべきルートとしては、最も建

設費の負担が少なく、利用者数が多く見込まれることなどから事業採算性に優れ、

費用対効果が大きい天神南～博多駅ルートが妥当であるとの報告を受けた。

・今後、この報告に基づき、示された市民の意向や効率的で利便性の高い公共交通体

系の確立、厳しい本市の財政状況、地下鉄の経営状況などに十分留意しながら、調

査・検討を進めていく必要がある。

・なお、天神南～中洲川端～ウォーターフロント及び薬院～博多駅の２ルートについ

ては、将来のまちづくりの進展などを見据えて、長期的視点に立った検討を進めて

いくべきである。

年 月 日 概 要

平成

調査報告

中間報告

高速鉄道３号線と西南部の交通体系について

高速鉄道３号線のまちづくりについて

・天神～橋本間の駅及び車両基地については、別図の位置が適当である。

・３号線の沿線のまちづくりについては、３号線計画の事業化と並行して利便性、災

害に強いまちづくり、住民参加等を考慮し、今後さらに調査する必要がある。

・ 環状型についても、博多駅地区との結節を考慮しつつ、地域の将来的なまちづく

りとあわせ調査・検討を進めていく必要がある。

※平成 に都市交通対策特別委員会が交通対策特別委員会へ名称変更

となった。 
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年 月 日 概 要

平成

調査報告

報

平成

中間報告

高速鉄道３号線と沿線のまちづくりに関する調査

・都心部区間については、天神南～博多駅ルートについて、国などの関係機関との協

議に早急に着手するなど、早期実現に向けた取り組みを進めていく必要があるとの

報告を受けた。厳しい本市の財政状況、都心交通のあり方などを十分勘案しつつ、

今後の取り組みを進めていく必要がある。

・なお、天神南～中洲川端～ウォーターフロント及び薬院～博多駅の２ルートについ

ては、将来のまちづくりの進展などを見据えて、長期的視点に立った検討を進める

必要がある。

高速鉄道３号線と沿線のまちづくりに関する調査

・ 延伸区間については、シンポジウムの開催など市民への情報発信や国予算の確保

に向けた要望活動等を行うとともに、環境アセスメントの手続に着手しており、

年度予算政府案に延伸関係予算が計上され、国の補助金の確保に一定のめどが立っ

たことを踏まえ、必要な手続を進め、早期着工を目指して取り組んでいくとの報告

を受けた。

・ 今後とも、３号線と沿線のまちづくりについては、事業の進捗状況を注視しなが

ら、延伸後の交通需要の変化を踏まえた総合交通体系の確立に向け、総合的な調

査・検討を進めていく必要がある。
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参考資料１

福岡市及び北九州市を中心とする北部九州都市圏における旅客輸送力の整備増強

に関する基本的計画について

（昭和 年３月 日 都市交通審議会 答申第 号）

１．ま え が き

福岡市及び北九州市を中心とする北部九州都市圏は、わが国屈指の都市圏であり、全国的な交通・

通信ネットワークの枢要な拠点である。福岡市は中枢管理機能の集積地として、また、北九州市は工

業・交通の拠点として今後さらに発展を期待されている。

本審議会は、北部九州都市圏における旅客輸送力の整備増強に関する基本的計画を策定するに当た

り、通勤通学圏と目される両市を中心としたそれぞれ ㎞圏を対象とし、目標年次を昭和 年として、

通勤通学時における輸送力の確保と業務交通の円滑化を実現するための方策の検討を行なった。

北部九州都市圏の今後の発展状況を概観すると、福岡市を中心とする地域においては、業務地区は、

現在天神附近を中心として形成されているが、最近博多駅附近の発展が著しく、今後博多駅附近が天

神附近と並んで業務地区を形成するものとみられ、住宅地区は、主に西南部、南部、東北部に発展す

るものと思われる。また、輸送需要に密接に関連する福岡市の人口関係指標の動向からみると、昭和

年に対し、昭和 年には、夜間人口では 倍程度、昼間就業就学人口では 倍程度、業務地区へ

の流入人口では２倍程度となるものと予測される。

つぎに北九州市を中心とする地域においては、現在小倉駅附近及び黒崎駅附近の２地区に形成され

ている業務地区は、将来とも発展し、住宅地区は、主に小倉南部、小倉東南部、八幡西南部に発展す

るものと思われる。また、輸送需要に密接に関連する北九州市の人口関係指標の動向からみると、昭

和 年に対し、昭和 年には、夜間人口では 倍程度、昼間就業就学人口では 倍程度、業務地区

への流入人口では２倍程度となるものと予測される。

２．旅客輸送力の整備増強に関する基本方針

上記の昼間就業就学人口の増加に伴う輸送需要の増大に対処するため、各交通機関の輸送サービス水

準（安全性、定時性、快適性、適正な通勤時間）及び利用者の利便の確保に十分留意するとともに北部

九州都市圏の地域開発計画、都市計画、住宅計画等との整合性に十分な配慮を行い、目標年次において

は、高速鉄道を中心とし、これを補完する大量路面交通機関を効率的に活用することにより、総合的交

通体系の確立を図ることとする。

なお、当面の措置として、既設交通機関の再編、整備を行い、その積極的活用を図ることとし、この

ため、必要な諸施設の整備、優先通行の確保、バス・アンド・ライドの促進等を行なうものとする。

３．交通体系の整備計画

  既設交通機関の再編、整備
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既設交通機関については、つぎの措置を講ずるものとする。

① 路面交通機関

ⅰ 路面電車

当面の措置としては、路面電車の有効活用を図るため、路面電車の優先通行、連結運転、バス

との調整等を実施するが、高速鉄道の整備、バス輸送力の整備等を勘案して、代替可能区間から

遂次廃止する。

 ⅱ バ ス

バス輸送力の整備を図るため、次の措置を講ずるものとする。

ｱ  バス路線の再編成

バス路線は、高速鉄道、路面電車との関連、都市部停留所の処理能力等を考慮しながら、利

用者の利便に資するよう輸送需要に応じて積極的に再編、整備する必要がある。

 ｲ   バスターミナル及び駅前広場の整備

都心部停留所の処理能力の向上及びバス・アンド・ライドの積極的採用を図るため、都心部及

び周辺の主要高速鉄道駅附近には、バスターミナル及び駅前広場の整備を促進する必要がある。

とくに、下記の地区におけるバスターミナルの整備について、具体的検討を行なうものとする。

（福岡市）

              天神・渡辺通附近 博多駅附近

（北九州市）

              小倉駅附近 黒崎駅附近

 ｳ   通勤高速バスの運行

都市高速道路における通勤高速バスの運行を検討する。

② 交通規制による路面交通の円滑化

自動車交通量の急激な増加に伴い、道路混雑が慢性化している現状においては、限られた道路ス

ペースを効率的に利用する必要があるため、駐車禁止区域の拡大、幹線道路における一方通行の実

施等市内における広域的な交通規制を強化するとともに、路面電車、バスなど公共性の高い大量交

通機関の優先通行を確保するため、軌道敷内通行の制限、バスレーンの設定等に十分な配慮をする

ものとする。

③ 既設高速鉄道

ⅰ 輸送力を増強すべき路線

国鉄鹿児島本線、日豊本線、筑肥線、西鉄大牟田線、筑豊電鉄線については、列車編成の長大

化、運転時隔の短縮、列車速度の向上等により積極的に輸送力の増強を図る。

ⅱ 改良すべき路線

ｱ 西鉄宮地岳線

当面の措置として、改軌その他の改良を実施し、都心部への乗り入れを行なう。

ｲ 筑豊電鉄線

熊西停車場附近から黒崎駅附近までの路線を建設する。
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ⅲ そ の 他

既設高速鉄道について、旅客の利便を確保するとともに、高速鉄道の積極的利用を促進するた

め、輸送需要の動向を勘案して旅客駅の新設及び連絡施設の整備を図る。

また、市街地における既設高速道路の高架又は地下化、踏切道の立体化等積極的に推進する。

高速鉄道路線の新設

以上の諸措置を講じても、なお目標年次には輸送力の不足が生じると予測されるので、つぎの路線

の新設が必要と思われる。

（福 岡 市）

ⅰ 都心部から西南部方面に至る路線

ⅱ 都心部から箱崎方面に至る路線

ⅲ 都心部から福岡空港方面に至る路線

北九州市

ⅳ 小倉駅附近から徳力・曽根方面に至る路線

ⅴ 黒崎駅附近から小嶺方面に至る路線

ⅵ 小倉駅附近と黒崎駅附近とを結ぶ路線

上記路線のうち、輸送力の不足が著しい路線については、昭和 年代の半ばまでに建設を

必要とすると予測されるが、地域開発計画、住宅計画等の進渉状況との関連、高速道路の路

線との調整等を十分考慮しつつ、具体的な建設時期、建設主体、採用すべき高速鉄道の方式、

資金の調達方策等について、今後さらに検討を必要とする。

なお、これに関連して、新設高速鉄道路線相互間、 ⅰ の路線と国鉄筑肥線、 ⅱ の路線

と西鉄宮地岳線、 ⅵ の路線と筑豊電鉄線との直通運転についても検討する必要がある。

   道路の整備

自動車交通量の急激な増加に対処して道路容量の増大を図るため、都市高速道路の建設及び主要街

路の整備を積極的に推進する必要がある。

なお、この場合、空港、港湾、バスターミナル、駅前広場等の交通施設との接続には十分配慮する

とともに、バスベイ及びタクシーベイの整理を積極的に行うものとする。

４．む す び

本審議会は、以上のような北部九州都市圏における旅客運送力の整備増強に関する基本的計画を策

定したが、交通体系の整備が北部九州都市圏の今後の発展にとって必要欠くべからざるものであるこ

とにかんがみ、本計画を遂行するため、県・市をはじめとする関係者が、協議会を早急に設置する等

協力体制をさらに強化し、積極的に努力することを強く望むものである。
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参考資料２

福岡県における公共交通機関の維持整備に関する計画について（抜粋）

（平成元年 月 日 九州地方交通審議会答申第４号）

（福岡都市圏関係抜粋）

第５章 公共交通機関の維持整備に関する計画

第３節 交通圏内交通についての施策

３．福岡交通圏内の施策

福岡交通圏内の交通問題と課題 

福岡交通圏は、福岡市を中心にした人口が 万人（昭和 年）の交通圏であり、日常の交通

状況は福岡都心へ求心的な交通が放射状に集中し、主要交差点等では恒常的な交通渋滞にみまわ

れ、その解決のための有効な施策が迫られているところである。 

福岡交通圏の人口は、概ね 年後には昭和 年の 万人の 倍、 万人増の 万人に

達するものと見込まれる。この将来人口増のほとんどが福岡市の郊外部、市外周辺市町村部で増

えることになり、周辺から都心へ流入してくる将来の交通量は昭和 年の 倍にも増加して

推移するものと予測されており、上述した交通問題が益々逼迫化してくることが想定されるとこ

ろである。このような交通問題の改善・解決のためには自動車利用から公共交通への利用転換を

誘導できるよう公共輸送のサービス改善を推進し、既存の鉄道、バスの活用、再生を図る必要が

ある。一方、交通圏内においてもウォーターフロント開発計画、天神地区の再開発計画、主要駅

周辺の再開発・区画整理事業、大規模公園整備等数多くの開発計画、都市整備計画構想が持ち上

がっており、これらの開発・整備計画構想の進行に伴う交通需要増に対応し、更に、今までとは

違った新たな交流の発生に伴う交通需要にも対応できる公共交通機関の整備のあり方を検討しな

ければならない。 

既設鉄軌道の有効利用と活用 

① 鹿児島本線の快速運行の増発 （略） 

② 筑肥線と地下鉄との相互直通運転の強化、複線化等 

将来交通の動向と現行の運行状況を踏まえ、運行の増発、市営地下鉄 号線との相互直通運

転の強化を図るとともに、快速運行等の整備によりスピードアップを図り、西九州方面及び前

原と福岡都心部との間の連絡時間の短縮を図っていくものとする。 

なお、福岡市営地下鉄は平成５年に空港までの延伸を予定しており、これらの施策と合わせ、

福岡都市圏西部、西九州からの空港連絡鉄道として一体的に活用する。また、利便性の向上と

新規需要を喚起するために、時刻表がなくとも利用し易いよう運行時刻のラウンド化を推進す

るとともに、始終発の延長を検討する。 

更に、中・長期的には前原までの沿線開発計画、需要の動向等を勘案して、沿線自治体も含
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め筑肥線の県内区間の一部複線化について検討することとする。また、福岡空港周辺の需要動

向等を踏まえ、地下鉄１号線の延伸の可能性についても検討することとする。 

③ 篠栗線の博多駅直通運転の強化と電化・複線化 （略） 

④ 香椎線の活用 （略） 

⑤ 西鉄宮地岳線・地下鉄２号線 

両線は、福岡交通圏の北東部臨海部地域を、貝塚駅での水平乗換えにより都心と結んでいる。

沿線は人口増勢地域で、今後、玄海レク・リゾート開発構想等の沿線開発も進展し、利用客増

が見込まれるところであるので、接続ダイヤの円滑化を進めつつ旅客需要に合わせた高頻度運

行を推進するものとする。 

また、中・長期的には、都市と港湾周辺の調和のとれた活力ある街づくりの一環として福岡

市において進められている東部埋立て計画や需要の動向等を見極めながら、地下鉄２号線と西

鉄宮地岳線等の既存鉄道との相互直通運転化について検討することとする。 

⑥ 西鉄大牟田線 （略） 

⑦ 甘木鉄道 （略） 

⑧ 駅整備 （略） 

旅客線以外の既設鉄道線の活用 

① 新幹線回送列車の旅客線化 （略） 

② 博多臨港貨物線（香椎～箱崎～長浜）の旅客線化 （略） 

( 福岡市西南部における鉄軌道系輸送機関の整備 

西南部の抱える交通問題に適切に対処するための施策として、また、西南部の交通利便性を高

めることにより、都市機能の内陸部分散化を誘導し、望ましい都市づくりを図るための交通基盤

づくりとして、まず、道路整備を進めバス輸送力の確保を図るとともに、西南部中央部と都心部

を結ぶ都心放射状の鉄軌道系輸送機関の導入について、採算性等に十分留意して、地元自治体を

含め検討を図ることとする。 

バスの改善施策 

① 運行面における施策 

都市新バスシステムの導入（専用レーンと高頻度運行） （略） 

都市高速バスの整備 （略） 

バス路線網の再編 

都心部におけるバス路線のあり方としては、鉄軌道系輸送のフィーダー輸送サービス及び

鉄軌道系輸送で対応し難い輸送を担うという考え方を基本にして、都市高速道路経由のバス

運行も含めたバス路線網の再編整備、バスと鉄道の結節機能の強化を図り、バスと鉄軌道相

互の有機的な連携を通じて両者の共存共栄を図るものとする。 

交通実態に即したバスの運行の工夫 

イ）フリー乗降の活用 （略） 

ロ）昼間時バス運行の特定時間帯集中化 （略）
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② サービス面における施策 

情報案内の充実 

交通圏内外から福岡市に入ってくる場合の玄関口ともいえる福岡空港、博多港旅客船ター

ミナル、ＪＲ博多駅、西鉄福岡駅、福岡都心において多数の交通線が結節し、多数の利用者

が乗降する地下鉄博多駅、地下鉄天神駅、多数のバス路線系統が集中発着する博多駅の福岡

交通センター（博多）、福岡バスターミナル（天神）等においては、地域事情に不案内な県

外等の乗降者が各方面のバス等に乗継ぐところであるので、バス路線網をはじめ乗継ぎ交通

機関の種類、運賃、経路、ダイヤ、待時間等の関係情報のいきとどいた案内サービスを充実

させていく必要がある。 

バスロケーションシステムの整備拡充 （略） 

③ 走行環境改善のための施策 （略） 

④ 移動の連続性の確保のための施策 

バスターミナル等の整備 

地下鉄１号線の空港延伸を踏まえ、空港における乗継ぎバスターミナルのあり方を検討し、

その機能も兼ねて福岡市南東方面からのバス系統の発着を総合的に処理する拠点ターミナル

づくりについても検討していくものとする。 

バスアンドライドの推進 （略） 

海上交通 （略） 

ツインドーム交通施策 

シーサイドももち地区に、平成４年完成を目途にツインドーム建設計画が推進されており、こ

れが完成すれば、年間７００万人の利用が見込まれる。このツインドームへの利用客の輸送は、

公共交通機関の利用促進が図られるよう交通対策を講じていく必要がある。具体的には、都市高

速道路や荒津豊浜線などの幹線道路を活用したバス網の拡充や、最寄りの地下鉄１号線唐人町駅

や西新駅などからの連絡バスの運行を計画するとともに、バスターミナル的機能等を有する交通

施設の整備に努める。 
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参考資料３

福岡都市高速鉄道路線等について

（昭和 年２月 日 都市交通対策特別委員会決定）

本委員会は、過去数回にわたり、福岡市における高速鉄道の路線等について検討した結果、おおむね次

のような中間的結論を得たが、今後さらに財政的、技術的検討を加えて最終的結論を得ることとした。

第１ 計画路線について

１．計画路線として次の３つが考えられる。

東南部から西部方面に至る路線として、空港から博多駅、呉服町、天神を経由して西新、姪浜方

面にて筑肥線と直通運転を行なう路線（以下「１号線」という。）

東北部方向に至る路線として、天神から呉服町、千代町、馬出及び箱崎網屋立筋を経由して宮地

岳線と直通運転を行なう路線（以下「２号線」という。）

西南部住宅地区と博多駅地区及び西区の区民センターを結ぶと共に、渡辺通り１丁目地区の再開

発をはかり、また六本松の交通緩和対策を考慮した路線として、早良口、野芥、片江、屋形原、高

宮、博多駅、渡辺通り１丁目、天神、六本松等を経由する路線（以下「３号線」という。）

２．１号線及び２号線については、いずれも本市の現在までの集積を考慮して、おおむね国道 号線を

通ることが適当であると考えられる。

第２ 機種について

１．１号線及び２号線については、他の鉄道との直通運転との関係からいずれも地下鉄とする。

２．３号線については、モノレールや札幌方式についても今後なお検討することが必要である。

第３ 開通時期等について

１．１号線及び２号線については、現下の交通情勢に対応するとともに国際的諸行事との関係もあり、

昭和 年春の開通を目途に建設を進めるべきである。

２．３号線についても、１号線及び２号線に引き続き早期に開通すべきである。
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参考資料４

福岡都市高速鉄道の建設に伴う経営（建設）主体並びに緊急に建設すべき

路線等について

（昭和 年２月 日 都市交通対策特別委員会決定）

本特別委員会は、昭和 年２月 日「福岡都市高速鉄道路線等について」の中間的結論を得たところで

あるが、さらに昭和 年４月以降今日まで、計６回の委員会を重ね、高速鉄道建設の実現について残され

た種々の問題について、財政的・技術的検討を加え調査研究を続けてきた結果、経営（建設）主体並びに

緊急に建設すべき路線等について、次のような結論に達した。

なお、これが建設にはまだ多くの研究課題が残されており、今後も積極的に調査研究を進める必要があ

り、而して現下の都市内交通の打開策をはかるものである。

Ⅰ 経営（建設）主体について

高速鉄道建設に伴う経営（建設）主体については都市交通機関がになう公共性・社会性から、また高

速鉄道建設に関する現行の国の補助制度等を勘案すると、福岡市が経営（建設）主体となることが適当

である。

Ⅱ 緊急に建設すべき路線について

緊急に建設すべき路線としては、交通需要と輸送効率、建設資金の確保などの観点から、第１次建設

分としては、特に緊急を要する次の区間が適当である。

１号線のうち、博多駅から呉服町、天神、西新を経由して姪浜に至る キロメートルの区間。

２号線のうち、中洲附近から千代、馬出を経由して箱崎松原に至る キロメートルの区間。

Ⅲ 路線建設に当たっての附帯事項について

車両基地について

車両基地は、初期投資を要するも将来を展望した場合、自線内に設けることが有利であり、現市域

内では西部方面が適当である。

他の路線との直通運転について

乗客の利便、運転効率等の観点から１号線と２号線は中洲附近において直通運転することが望まし

い。また、１号線の姪浜で国鉄筑肥線との直通運転及び２号線の箱崎松原で西鉄宮地岳線との直通運

転の問題に関しては早期に関係者と協議を行い、結論を得るべきである。

建設年次について

１号線及び２号線のうち、緊急に建設すべき区間については昭和 年度には建設に着手し、遅くと

も、昭和 年春には開業すべきが望ましい。

Ⅳ 今後の研究課題について

１号線のうち、博多駅から空港間及び３号線については緊急建設区間につづいて緊急性の高い区間か

ら順次建設に着手すべきである。

また、３号線の機種については、今後なお慎重な検討を行ない早期に結論をだすべきである。

補完交通機関については早急に対策を講ずるべきである。
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参考資料５

高速鉄道の整備計画

（昭和 年２月 日 福岡都市圏交通対策協議会決定）

１．高速鉄道路線

昭和 年３月 日付け都市交通審議会答申第 号「福岡市及び北九州市を中心とする北部九州都市圏

における旅客輸送力の整備増強に関する基本的計画について」において新設が必要とされた路線のうち、

福岡市にかかるものについては、次のとおり整備することが適当である。

都心部から西南部方面に至る路線及び都市部から福岡空港方面に至る路線

福岡空港から博多駅、呉服町、中洲、天神及び西新を経て姪浜に至る路線（以下「１号線」という。）

とする。

都心部から箱崎方面に至る路線

中洲附近から千代町及び馬出を経て貝塚に至る路線（以下「２号線」という。）とする。本路線は、

西鉄宮地岳線と直通運転を行なうことが望ましいが、当面の措置としては、貝塚において西鉄宮地岳

線と連絡する。

１号線と２号線は、直通運転を行なうことが望ましい。

〔付 記〕

上記路線のほか、福岡市南部及び西南部地域の今後の発展に対応して、将来これらの地域と都心部

を連絡する路線の建設について検討する必要がある。

２．緊急整備区間

次の区間は、増大する交通需要にかんがみ、近い将来既設路面交通機関の輸送限界を超え、また道路

混雑によって道路機能が麻痺状態に陥ることが予想されるので、これを救済するために早急な整備が必

要である。

１号線のうち、博多駅から呉服町、中洲、天神及び西新を経て姪浜に至る区間 ㎞

２号線 ㎞

上記路線は、おおむね別表上欄に掲げる整備計画によって建設を行うことが適当であり、これには

おおむね別表下欄に掲げる資金を必要とする。

３．高速鉄道の方式

１号線、２号線とも地下高速鉄道とする。

４．経営（建設）主体

都市交通機関がになう公共性、高速鉄道建設に関する現行の国の補助制度等からみて、福岡市が経営

（建設）主体となることが適当である。

５．工事期間中の交通対策

地下高速鉄道の建設にあたっては、建設工法との関係から建設工事前に路面電車貫線及び呉服町線を

撤去する必要があり、また、建設工事のため国道 号線が相当に狭隘となることから、工事区間及びそ

の周辺においては、大幅な輸送力の低下、交通渋滞、道路交通安全の悪化等が予想される。そのため関

係機関による協議会を設置する等により、路面電車城南線のバス代替、道路の整備、交通規制、歩行者

安全施設の整備、自家用自動車の都心乗入れ抑制等抜本的な交通対策を工事着工前半年頃までに樹立し、

その実施を推進する必要がある。
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